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カ ウ ヤ マ キ の 天 然 生 林 分 布と

其の二 ・三の氣候的環境因子に就て

加 藤 退 介

Taisuke  KATOH  : Studies on the distribution of " Koyamaki " 

    (=Sciadopitys verticillata Sieb. et. Zucc.) natural forest 

    and a few factors of its climatic environment.
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1緒 論

カ ウヤ マキSciadopitysverticillataSieb.etZucc.(3u)一'51ま 別 名 ホ ンマキ、 クず マキ、

マ キ・ タ ウマ キ・金 松 等 とも構 し・マ厨 一種 、本 邦特 産 の常緑喬 木 で 、材 は輕軟 、抽

脂の含 有多 く、水灘 に耐 え 、桶 材 、造船材 、橋 梁材 、建築材 と して貴重 、樹 皮 は笏 と

して用 ひ られ ・亦重要 なる庭 園 ・公園樹 で あ る。 併 し乍 ら其の分 布 は ・木 曾地 方 ・近

畿 高野 山、四國 不入 山等 古來 有 名 な 分布地 以外 は さ して 注 目 もされ て ゐなかつ π の

で あ るが 、今や我 國 の國 土縮 小 し、 集約 的 高度林業 技術 の昂揚 と、 特殊 林木 利 用 の

重 要性 痛蔽 され る今 日、 カ ウ ヤマ キの研究 、 亦從 來 の如 く等 閑に 出來 ない もの が あ

る。

本 研究 は 、そ の天然 生林分 布 を調査 し、 主 に氣 候的環 境 の亘視 的 見地 か ら、 分布

の傾 向を省察 し、 分 布 を原因 す る諸 因 子の劉 定 に よ り、 天然生林 出現 可能 の概 念的

地 域の規 定 、特 に九州 に 於け る夫 を考 察 し、從來 ①天然生 の もの を利 用す る外 、廣 く

人工造 林 の行 はれ る 見込無 しと され て ゐる本 種 の 、將來 の造 林 に対する 一 資料 とせ

ん とす る もので あ る。亦 、 樹種 分 布 の氣 候的環 境 因子判 定 に關 しては 、 河 田氏等 諸

氏 に よ り、 夫 々の見地 か ら種 々の手段 が 研 究 されて ゐるが 極 めて分 布領 向 の著 しい

本樹 種 に就 て 、稚 拙乍 ら一 つ の か法 を 試み 、併 せて その方 法 の検 討 を も行 はん とす る

もので あ る。

〔謎〕 各行上欄敦字の、括弧内は滲考文厭番脱、…欠の数字は其の頁を表ずものとする。
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分布と氣候的 環境因子 を研究するに當 り、先づ第一に氣候的 環境因子の分布に劉

する意義 、亦夫 より本研究に於て 分布條件 として何れの 意味に探るかと云ふ事を考

察 してみた い と思ふ。

植物分布の原因に就て、纐纈氏は(「")-740[抑～現在に於ける地球Eの 植物分布の駅態

は、地球嚢達史に連關 した過去的要素 と種 々な現在要素の影響 によるものである。そ

の中現在要素 を 少 しく仔細に調べて見ると、 一には植物 自身の先天的即 ち遺傳現象

に由來 した変化 、 二には植物 自身の散布能力及び適慮能力、 三には之に影響 を與へ

る環境、即 ち氣象的、地學的、海洋的、一ヒ壌的乃翌人爲的 又は 生物的因 子にあるも

のである。iと 述べて ゐる。

而 して、 この巾一 と二とは種の 内在的特性即 ち 分布に対し 内よりの力、三は一二

に対し 種の外在的特性、 外 よりの力 と見倣すことが出來、 一二 と三 とは見胤の相異

に過 ぎず互に蹄着を同 うするものであ り、種の内在的 特性 よりの研究は 前述遇去的

要素 と共に後 日に譲 り、この外方 よ り即 ち環境 よりの分布 、特 に之等壌境因子 の中、

偶然的因子力る人爲的、 生物的因子は欄 いて 比較的恒常的因子た る氣候的 と地理的

の南 因子に就て先づ考察する ものとする。

夙に田中氏(2「})23は、森林 の分布に就ては第一 に氣候をあげ、「環境因子を分けて氣

候、地勢 、土質の三 とし、氣候・地勢は全體 に關 し、上質は局部的に關係 し、叉地勢

に於 て毛全般 に關係 しないものがある司亦、(25日51十質、地形に於ては暫 く樹木各自

の嗜好に 定所ある様 であるが 之を離れて も生育 しないことは無い。併 し氣候の關係

のみは、其の範囲 外一歩出るも、決 して生活する之とは出來ない。」と説いてゐる。又

河田氏(12)馴125も、「大なる尺度の もとに於ける植生 の形貌 といふ ものは、氣候の特徴に

伸ふ ものである。而 して、 その中の部分的の細い形貌の差異は 地理的の特徴に俘ふ

ものである。」と述べでゐる。本研究に於て も、その亘視的な本質か ら、氣候的環境

を基準 として 、地質 、地形を も考慮 し、其の中で も微細及中氣候的な問題は 之を省

くことにする。

環境因子 とは畢覧、 植物の環境 を夫 々の観點 か ら分類し 、 意義の範囲 の縮少 され

7eそ の環境を更 に分解し、単位 的表現 一 数値的単位 一 に解紮 した部材(mem一
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ber)と も考へることが出來 る。換言すれば環境 とは夫々"変化 する各環境因子の多

次的綜合作用の構成する調和"で あると云へる。 故に個 々の環境因子は、その軍猫

のみにては、必ず しも植物の生育 、分布其の他に關係する 條件として 意味をな さな

い ことになる。又、他方、分布 と環境 との關係 を考へ るにも、即 ち其の植物の最分布

江盛 な環境を中心 とし革一因子の範囲 を定める方法 には 大 きな敏陥を生 じ易い危惧

がある。

此庭に河田氏の著者により、極限因子の理論仙鯛14{,、及びその登展的諸説、補充的理

論を引用摘記すると次の様である。

即 ち 「植物 と環境の關係に於 て、 結局植物毎に、 そこには総ての機能が互に調和

されて進行 し得 るが如 き、 生態學的最適環境が在 るといふ最適條件(Optimum)の 観

念は、 環境に対する 生物の反作用的現象の説明には意 を藩 し難 く、 之には最適條件

の語の代 りに極限因子(Lim}tingfactor)な る語 を以 てする方が適 してゐる。即 ち極

限因子 とは植物には各環境條件に於て、 夫 々必要最低の量、 何れの條件一つ で も、

夫以下の環境では 法正の生 侵と獲達が 阻害 される點 があるといふことである。之に

よれば環境と櫨物の生活との間に於て、説明 し得 ない 現象 といふ ものは 殆 ど無いと

言つて よい。

(二の極限因子 の一般的の原理が 最単純 に言ひ表は されてゐる のは、最鄭 限の法則

(LawofMinimum),即 ち1「如何 なる進行 も、叉反応 もそれ等の ものが、幾つかの因

チの結合的活動に慷つて行はれてゐる ときには、 その進行や反応 の進み得る範囲 と

いふ ものは、 その数多の因子の中の最小値を持つてゐる もの、 即 ち比較的に最小量

に存するものによつて制限され る。』 といふ ことで ある。 これは有機 、無機的総ての

世界に普遍性を有するもので ある。

併 し乍 ら嚴格に云へば、生物は生活に対し て 最小の値 と 同様最大の値 をも有する

ものである。而 して 極限因子 の理論を 延良 して、 こゝに[ド如何 なる植物に於て も生

活 といふ ものは、 外園の條件が、 其の各の形式 の生活方法に対し て生理的限界と認

められる範囲 を越えない中は持続 してゆ くものである・・』
。といふ生理的限界の法則

(LawofPhysiologicalLinlits)に よ り説明 される。
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併 しこゝ に植物の環境 に対する反応 即 ち調節、 適応 の作用があることを忘れて

はならない。極限因子に關する第1の 療理は補充因子 の法則(LawofCompensating

Factor)と も構すべ きもので 、次の機に言へる。即 ち数多の因子の結合 した活動に基

く進行叉は反応 は、 其の中の或特殊の因子の爲に 制限せ られる傾 向がある。 この特

殊の因子の極限的敷果 といふものは、或程度以内に於ては、 他の因子の、 比較的植

物の生活 にとつて都合 よい効 果により、 補充せ られて、 緩和せ られる傾向があると

いふ事であるQ」

亦 、同氏は以 上のことを総括 して、次の様 な言葉で表現 してゐる。(tl)-150「植物 と環

境 とは互に作用 しつゝ ある 二つの系統である。而 して植物的系統 といふ ものは、其

の中に器官 、 組織 、 細胞 といふ様 なもの 合ゝ成を藏 してゐるところの ものである。

又環境的系統 といふ ものは、 其の中に活動 してゐる 種 々の作用の合成を藏 して ゐる

もので ある。而 して植物に対する 環境の影響 といふ ことは 極限因子 といふ語に よつ

て最明瞭に言ひ表は されてゐる。併 し乍 ら植物に とつて 不都合な因子により蒙 らさ

れ る其の極限作用の程度は、或程度迄植物 自身の 反作用的動作 と環境の他の 比較的

好都合な因子 の補充的効 果とに よつて緩和せ られてゐるである。」そ して氏はこの現

象を 「環境の綜合作用!と 樗 してゐる。

以上述べた所 より植物 、或は植物の種の分布は、 種 々の因子の相互作用であると

云へ るが、 種の分布を支配す る環境の條件 とは、 その種が優勢種 として存在する植

生の分布を麦配する 條件 と解繹すべ きであ り、特にカウヤマキの如 く植物系統的 に
'

みて、 著 しく蓑退的樹種に於ては、 僅かの環境 の変化 によつても絶滅 し、優勢 な樹

種に置換へ られる蓮命にあるのであるか ら、 最適條件の観念に よる よりも、 寧 ろ極

限因子 の観念に基いて解繹、 論明 しプど方が 妥當 と思はれる。亦、極限因子・と云ふ も

の も、単一 の因子の絶蜀的数値 と共にぜ 或二つ以上 の因子 に關係せ しめた關係的数

値 といふ ことも考へられ、此の黙特に考慮を要する。

以 上の如 き見地 に擦 つて、 私はカウヤマキの分布に就て も、 次の様 な考究φ手段

を撰んだのである。

即 ち、先づヵウヤマキの生育、分布上の特殊性 を考察 し、生物學的特徴 を解析する
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ことによつて、 その特徽 に作用 し、 又は作用 させる氣候的環境因子 を究明 し、輩濁

的氣象要 素叉は複合的氣象要素 として 数字的に表 し、数 字の級階の上に分布するカ

ウヤマキの傾 向を看取 し、 前記の意味の凶予の観黙から、 其の数因子の條件的数値

を定め、分布圖を等高線的に圖上で限界を縮め、制約するこ とに よつ て、天然生現出

範囲の判定をなし、最後に再び各因子、及びその條件限界の綜合的考察(組 合 はせ)と 、

指標植物的方法 を探入れだ生物學的氣象因子による反省を以て検討する方法で ある,,

之を又換言すれば、即 ち、分布の現象の生物學的原因を見定め、更 にその内部の氣

候的原因を考察 し、分布を氣象的数字 で表現 し、結果を再び 生物學的見地か ら検討

して分布の氣候的限界 を、 各氣象的因子毎に数字的に判定、 夫 々の限界の数宇を組

合せて再び分布に照合 し、 検討を加へて決定するものであるが、 以下「因子」を扱ふ

に、その生物學的現象に対象 せ しめ、全環境因子を代表せ しめるに 足る単純 な氣象

的因子の意味に とるのである。 尚、最適條件的観念 の因子 としては 指標植物的方法

により、 ヒノキの生長 より換算 した氣候因子 を用乙人て対照 してみ控のである。

カウヤマキの分布に關する翫往文献 としてば、昭和17年 度 日本林學會論文集 に高

野営林 署 竹内拓四郎氏(2s)の1カウヤマキの 天然分布に就て」(豫報)が あるのみである

が、其の後氏の本報 が公刊 されブビこ とを知 らない。

本研究は資料 竜極 めて乏 しく、顧る と総てが淺薄な推測濁断の連鎖 に過 ぎないが、

今後の資料蒐集 によ り、 本論文結果の検討を続け る 必要が甚だ大 きいこ とを思ふ も

のである◎

本研究に際 して終始御懇切 な御指導を賜つた 佐藤敬二教授に対し て 深甚なる謝意

を俸 げると共に、不肯驚馬に してその 御援莇御期待に常に 澹 ひ得 なかつた ことを衷

心 より漸悦するものである。 尚 カウヤマキ天然生林の存否 に關 して調査 、 回答を辱

うした熊本営林 局、 大阪瞥林局及び同管内各瞥林署、 資料の閲覧に便宜 を賜つた 幅

岡氣象毫、 本學部農業氣象學敏室、 本學理學部地質學教室、及び本文中に引用 し夜

著者各位に対し て厚 く感謝の意を表する次第である。

IIカ ウヤマキ天然生林分布の現況

カウヤマキ天然生林の 現在分布位置 と其の配布及び生育状況、生育地の地理的環
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境等 に 就て概 略述 べてみ る。

§.1.カ ウヤマ キ天然生 林 の分布

分布 の所在 を諸 文献 で調査 し、一覧表 に して示 す と次 頁r第1表 」の如 くで ある,、

本 表 、各欄 の 中 、喬號 は次 記分 侑圖 と共通 と し、北 よ り府縣 順 に附 した もので あ

る。所在 は府縣 、郡 、市 町村 名 、山林 名は字 又は 山林 名 と し、特 に(民)は 民有 林 、

(村)は 村有 林 、無記 の もの は國 有林 の略 で ある。

尚、氣 候的環 境 の参考 資料 として 、混淆 樹 種 、植 相 、海抜 高σ00in草 位)、 備 考

(地 形 其 の他)の 各 欄 、資料 の 出所 を明か に する爲 に擦 所欄 を設 けた 。分 布面積 は

重 要で あ るが 、資料 が 少 い爲ヒ 省略 しカ 。

筒 九州 に於 け る分 布地 として 、各文一Wt(16)・(L:S)に豊 後 、 薩睡の 名が耳 えて ゐるが1

實 際 には所在 知 られて 居ず 、殊 に薩摩 に は 、その形跡 は無 い もの ＼様 で あ る,,

又、熊 本縣 八代 、上盆 城両 郡 境繹 迦院 嶽(海 抜 高100m)に カ ウヤーeキ林 が在 り、

三 好氏(20)-3"は特 に天然 林 と して注 目 して ゐるが 、竹 内亮(2,')一:30氏は之 を植林 で あつ

て 自生 で ない と して ゐるので 、本 表 には記載 しなかつ た。

第!表 よ り分(fiの 所在 を地 圖上 に示 す と、 第1圖(附 圖)q)榛 で あ る。 分 布圖のL

か ら配 布 の状 況 を大 観す る と、其 の北 限は 福 島縣 河 沼郡 野澤町 及び新潟 縣 東蒲原 郡

東 川村 大倉 山國 有林(北 緯 約37.35')、 南限 は宮崎 縣 児湯 郡 三財村 民 有林(北 緯約32'

05')に 亘 り、この 間の傾 向 を大略 次の様 に みる こ とが 出來 る。即 ち中國 の 中央 山脈 よ

り、琵 琶 湖 の北に伸 び る細 く短 い系列 と、中部木 曾 、近 畿 紀 南、四國 、九州 とを結 び

海 に切 られ て集 團 的 に飛 ん で ゐる太 く長 い系 列 であ る。亦 、後者 の 系列 は集團 的 に分

けて 、木 曾 、紀 南 、四國 、 九州の 四集 團に分 け る こ とが出來 る。

垂 直的 に見 て海扱 高 に就 て云へ ば 、地 方 に よ り大 差 あ るが 、木 曾600～上600、 紀 南

6`OO～1000、 四 國400～1000、 九州500～1000の範囲 が多 くを占 め 、氣温 的 にみて 、

緯度 と逆行 して ゐるの は、 人爲的制 限 を考慮 に 入れて も注 目に値 す る。

§.2.分 布地 の生 育状 況 と地 理 的環境

分 布地 の中 で最分 布 が蝟集 して ゐる各集 團 を主 と して、 其の概 況 を蓮 べ てみ る。



第!表 カウヤ マキ天然 生林 分布 一 覧表

番號 地方 所 在 山.林 名混淆 樹 種 植相 海抜高気!斯 備 考 嫁 所

中部 池田大助
1以 北 新 潟.東 蒲原、乗 川 大倉山 落葉潤葉樹、スギ.混 生(28)

後藤勝人
2福島 、河 沼、野 澤 不 明 不 明(28)

・ 長 野・西韓 三 岳 三岳漉 ・瀬 揚 鳩2ぎ ジ禁'・ マツ・モミ 灘 ・。・3・-11。・(・ ・),(29)

4〃 〃 新 開 城 山 、加 代 ケ澤 翼 毛 サ ハ ラ ・ネ ズ'・ マ ツ ツ ガ ・ 〃1100(2・ ・).(29)

5〃 〃 〃 〃 穴 ケ澤 ク 〃1100(20),(29)

6〃 〃 福 島 〃 城 山 第 一 ク 〃1000-1200(20),(29)

7〃 〃 三 岳 三岳・障子澤;搬 麗7ジ 翼 コ'マツ・モミ 〃 ・… 一・3・・
.(2・)

8〃 〃 〃 〃 日蔭 淵 〃 〃1000～1100(20),(29)

9〃 〃 〃 〃 岩 井 〃 〃1000--1100(2の,(29)

10〃 〃 〃 〃 黒澤 御 岳"・ 〃1200～1600(20),(29)

11〃"王 瀧 御 岳 ・鰍 川 門 〃1200～1600-(20),(29)

12〃 〃 〃 〃 三 浦 ク 〃130G～1弓00(20) ,(29)

・3〃 〃 〃 三 浦 ・三 浦・ 裏 補Oノ 詫 ㌻ 粟 スナロ 〃 ・3・・一・6・・c(2・),(29)

14〃 〃 〃 王 瀧 、鰍 川 〃 〃1200～1600(20),(29)

15〃 〃 〃 小 川 、瀬 戸 川 〃 〃1000～16E[)O(20),(29)

・6〃/"〃 王 瀧・瀬戸川;銭 襟 み 協 コE・7スナロ 〃1… 一・6・・(・ ・),(29)

17〃 〃 三 岳 〃 澤 渡 .〃 〃1100～1200(20),(29)

18〃 〃 王 瀬 御 岳 ・樽 澤 晃 キ ・サ ハ ラ・ネズ'・ マ ツ・モ ミ!1・G・ 。一 ・2・・(2・),(29)

19〃 〃 〃 〃 巻 ケ坂 ク 〃1001)(2の,(29)

20〃 〃 〃 〃 鞍 馬.」111ヒ ク 〃1⑪00(2Ci・).(29)

21〃 〃 〃 〃 鞍 馬 、川 南 〃 〃10◎0(20),(29)

22〃 〃 〃 王 瀧 ・池 澤 裏 蕩 バ ラ・ネズ'・ ア スナ ロ 〃1… 一一11C'・ ζ2・),(29)

23〃 〃 三 岳 〃 恵 窪 〃 〃1100～1200(20),(29)

24〃 〃 〃 台ケ峰藤 掛 裏 蕩7詫 ズ'・ アスナロ 〃9・ ・一・2・・(・ ・)・(29)

25〃 〃 上 松 〃 上 松 台 ケ峰 〃 〃900～1400(20),(29)

26〃 〃 旙 島 〃 和合 澤 〃 〃1400・ ・-1500(20),(29)

27〃 〃 三 岳 〃 大 ヶ峰 〃 〃1000～1400(20),(29)



28"。 上 松'〃 小 川 台 ケ峰 〃 〃.900--1400(20),(29)

29〃 〃 〃 〃 台 ケ峰 〃 〃900～1400(20),(29)

… 〃 大 桑 伊 奈 川 、須 騨 奈 川 裏 蕩 バ ラ ・ネ ズ コ'ア ス ナ ロ 〃8・ ・一一・14・・(2・)・(29)

3… 〃 上 松 小 川 、萩 原 ・酬 二 く、 事 ラ'ネ ズ"ア ス ナ ロ 〃6・ ・一・2・・(2・)・(29)

32ク 〃 大 桑 阿 寺 、殿 〃 〃800～1400(20),(29)

33・ 〃 上 松 小川入、小川入 弱 き婆 ぐみ ネズn'ア スナロ 〃 ・… 一・6C・(2。)・(29)

34・ 〃 〃 大 桑 阿 寺 、阿 寺 〃 〃800～1400(20)・(29)

35〃 〃 〃 柿 其 、柿 其 ヒ ノ 、サ ハ ラ 、ネ ズ コ 、モ ミ 、ツ ガ 〃800～1200(20),(29)

36,v〃 〃 伊 奈 川 、大 桑 天 ・王 洞 〃 〃600～1000・(20)・(29)

37〃 〃 〃 〃 請 書 天 王 洞 〃 〃500～900(20)・(29)

38〃 〃 〃 〃 長 野 伊 奈Jii〃 〃900-1600(20),(29)

397"〃 〃 浦 川 〃 〃10130--1600(2(う,(29)

・⑪ ・ 〃 讃 書 與 川 、與 川 裏 き鋳 バ ラ1ア ス ナ ロ'マ ツ 〃7・ ・-14・ ・(20),(29)

41〃 〃 〃 〃 南 木曾 ク 〃1000～1500(20)・(29)

42tl7〃 〃 千 澤 〃 〃 ス00～12◎0(20),(29)

43・ 〃 〃 〃 瀬 澤 寝 き霧 バ ラ ・ネズ コ'マ ツ'〃7・ ・～ ・2◎・(20),(29)

44・ ノ 〃 〃 〃 柿 其 、三 殿 向 〃 〃600--1000(20)

45〃 ・ 田 立 田 立、田 立%黎 岱ラ蒜 嫉r≠ 。㌘ 〃8・ ・-12・・(20)

46tt〃 額 付 ヒ ノキ 、ヒ メ コ マ ツ 、モ ミ、ツ ガ 〃 急 竣 な る尾 筋(28)

4・ ・ 〃 山 ・ 蘭 、山・鵬 ㌢ ∴ 驚 み 誘 款 誘義 コ 〃5・ ◎-7G・(20)

48ク"吾 妻 〃 妻 籠 、賊 母 〃 〃500-700(20)

49"'ノ 〃 〃 妻 籠 〃 〃600-1000(20)

5tO""""北 蘭 〃 〃900～1400(20)

517ク ク 〃 南1調 〃 〃900～1300(20)

52〃 ク 〃 〃 男 唾 ・ ク 〃800-一 一1200(20)

53ク 〃 紳 坂 湯 舟 澤 ヒ ノ キ 、サ ノ・ラ 、ア ス ナ ロ 、モ ミ 〃900-1400(20)

54岐 阜 、釜 田 、小 坂 小 坂.大 洞 鹿 山 ヒ ノ キ 、サ ノ・ラ 、ネ ズ コ 、モ ミ 、ツ ガ 〃900-1500(20)

55//〃 〃 大 洞 〃 〃900～1500(20),(29)

56Jl恵 那 、加 子 母 裏 水 曾 、加 子 母 、裏 木 曾!1〃900～ ヱ500(20)

57ク 盆 田 、馬 瀬 三 原 、厚 谷 ヒ ノ キ 、サ ノ・ラ 、ア ス ナ ロ 〃 εOO(20),(29)

o蟲



58〃 〃 中 原 〃 唐 谷 ヒ ノキ 、ア スナ ロ 、モ ミ、ツ ガ 〃 ㎝(20),(29)

59〃 〃 下 呂 〃 小 川長 洞'ヒ ノキ 、サノ・ラ 、モ ミt■400～800(2の,(29)

60〃 〃 中 原 〃 小 平 ヒ ノキ 、モ ミ、ツ ガ 〃600(20),(29)

6]〃 恵 那 、中 原 三 原 、下 峠 ヒ ノ キ 、モ ミ、ツ ガ 〃600(20),(29)

62〃 〃 〃 〃 藥 研 〃 〃600(20),(29)

63〃 〃 下 原 〃 大 鼠 木 〃 〃600(20),(29)

64〃 ■■ 中 原 〃 和佐 高 天 良 ヒ ノ キ 、サノ・ラ 、モ ミ、ツ ガ 〃500(20),(29)

65〃'〃 〃 〃 大 棚 〃 ク600(20),(29)

66〃 郡 上 、奥 明 方 江 古 瀬(民)ヒ ノキ 、モ ミ、ツ が 群 生 尾 筋(20),(28)

67'""和 良 ヲ ンボ 川(民)"〃'/(2⑪),(28)

68"'"口 明方 美 濃 、旭 東 殿 山 ヒ ノキ 、ス ギ 、マ ツ 、モ ミ、ツ ガ 混 生400(20),(29)

69〃"山 縣"紳 崎 ヒ ノキ 、モ ミ、ツ ガ 〃1000～1200'(20),(29)

70"武 儀 、瀞 淵 七 宗 、七宗 山 ヒノ キ 、ス ギ 、マ ツ 、モ ミ、ツ ガ"・IOO～600(20),(29)

71""板 取 親 昔 村(民)潤 葉 樹 群 生 尾 筋(28)

72"恵 那 ・加 子 母 裏 木 曾 ・裏 木 曾 ヒ ノキ ・サハ ラ ・ネズ コ、モ ミ、ツ ガ 混 生900-1700(20) ,(29)

73〃 〃 付 知 〃 付ma*e裏 、 ㌢7・ ア ス ナv・ ネズ'〃9・ ・一 ・7・・(2。)(29)

74"'"""米 澤 ヒノ キ 、サハ ラ"800(20) ,(29)

75"加 茂 ・東白川 〃 越 原 嵩 、 や ラ・アスナ"・ スギ 〃8・ ・一・…(2・)(29

76"恵 那 ・付 知 裏 木 曾 ・小 屋 ケ 尾 ヒノ キ ・サ ハ ラ ・ア スナ ロ"600(20).(29)

77"〃 川 上 川 上 、川 上 裏 木 曾 ヒノ キ 、サ ノ・ラ 、ア スナv、 モ ミ、ツ ガ 〃9(沁 ～1700(20)

78""中 津 川 上(民)ヒ ノ キ ・モ ミ・ツ ガ 群 生 尾 筋(20),(28),(29)

79〃 土 岐 ・日 吉 北 野(民)"""(20),(28)

80静M・ 引 佐 三 ケ 目rp山 ヒノ キtサ ハ ラ 、マ ツ、モ ミ、ツ ガ 点 生300(2⑪),(28)

81愛 知 、北 設 樂 、段 嶺 段 戸 、段 戸"混 生600～1000(20),(29)

82〃 〃 御 殿 設 樂 、開 椎 代 影 キ ・サ ハ ラ ・ス ギ ・モ ミ・ツ ガ ・ 〃6・ ・(2・)(29)

83""振 草 設 樂,一 ノ叉 ヒ ノ キ 、モ ミ、ツ ガ"600(29)

84福 井 ・遠 敷 ・奥 名 田 一 ノ谷 、奥 坂 本(民)モ ミ・ア カ マ ツ,コ ナ ラ"800(20) ,く28),(29)

孕 石 武85近畿 京 都
、北 桑 田 、知 井 京 大藍 尾演習林 ヒ ノ キ 、ス ギ 、ア ス ナ ロ、マ ツ 、カ シ"800(20),(29),(29)

86兵 繭 勅 野(民)縦 豪携 髄5煮
、り蟲1に・(28ジ ③

窃



87三 重 、鈴 鹿 、野 登 、坂 本 池 山(村)潤 葉 樹 点生(2の,(28)

88〃 多 氣 、大 杉 谷 大 杉 谷 、大 杉 谷 ヒノ キ 、マ ツ 、モ ミ、ツ ガ 混 生(20),(20×29)

89"北 牟 婁 、尾 鷲 古 和谷 モ ミ、ツ ガ 、トガ サハ ラ 点 生(28)

90""赤M島 原(民)中 腹 以 上 の清 悪 地(28)

9-1〃 〃 飛 鳥 大 叉 最 癌蟲 蕊片 ・スギ 蹴 中腹以上(28)

92〃 南 牟 婁 、五 郷 茗 荷 淵 〃'`(28)

93"〃 瀞 川 西 谷 ス ギ 、モ ミ、ツガ 、潤 樹 樹v中 腹 以 上(28)

94奈 良 、南 葛 城 、葛 城 金 剛 山 ヒノ キ.モ ミ、ツ ガ"局 部 的 に 純林 を なす(28)

95〃 吉 野 、十 津 川 白谷 川(民)ツ ガ 、澗 葉 樹 点 生(28)

96〃 〃 天川 鳴川山;享:雰 努 ㌶ ヤ・ヒメ　 ツ ・(28)

97鰍 山 ・西輯 ・二 川 田 慮 餓 山 ヒ賦 》トノ 診 ラ・マツ・モミ 混生7・ ・(・ ・)(28)・(29)

98"〃""阪 泰 山"ケ700(20)、(29)

99"日 高s上 川 路"笠 塔 山tlft800～1Gσ0(2◎).(29)

100" 、"眞 妻"Jll又tl"700(20)・(29)

101〃"川 上"妹 尾 山 ヒ ノキ 、マ ツ 、モ ミ、ツ ガ ゲ800(2の.(29)

102"有 田 、八 幡 京 大 高 野 演 習 林 ヒ ノキ 、スギ 、マ ツ 、カ シ"800～1000(20),(29)

103"伊 都 、高 野 高 野 、高 野 山 ヒ ノキ 、スギ 、ツ ガ 、モ ミ 、モ ミ、カ シi類"釦0～900局 部 的 に縫 林 を なす(20),(28)

104tl"富 貴(民)(28)

105"日 高 、上 川 路(艮)点 生 中 腹 部 尾 筋(28)

106""下 川 路(民)"中 腹 部 尾 根 筋(28)

107"西 牟 婁 、栗 栖 川(民)ツ ガ 、モ ミ、潤 葉 樹 混 生'1(28)

108"lt近 野(民)tttt"(28)

109"東 牟 婁 、請 川 大 塔 山f/点 生"(28)

110""北 出 四 ノ谷tt'ノ(28)

… 咽 岡 山・阿 哲・豊 永 三 尾 スギi・ ノキ 蹴樹體 ～認0年(28)欝 署

112tf"矢 紳 矢 田'"!樹 齢250年(28)

ll3島 根.鹿 足、六日市 点生 西南面,中 腹以上(20),(28)

114廣 島 、佐 伯、四 和 黒有山 ヒノキ、モミ、ツガ 混生 尾筋(28)

・・5〃 〃 水 内 納 ・恵硲 山 錺 ご鐙 黎 ヤ・マツ・モミ・ 〃 ・(28)

116"'1嚴i島 宮 島 ヒ ノキ 、モ ミ、ツ ガ、ア カマ ツ 点生(28)

①o



・17晒 愛 媛・上浮穴・杣 川 久 万・面河山;郷 頚 器 マツ・モミ 醗7・ ・-14・・ 尾根儲 地ll§1;lllζ(2。)
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①
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].植 生

紀 州高野 山 に古 く人工造林 の 古文(z4)刷123ある外 は 、 殆 ど皆 實生 及び伏 條更 新に よる

完全 な天然 生林 で、 植生 的 にみ る と全集 團 を通 じて モ ミ・ツガ群 系 に慶 し、中國 、近
、

畿北部 の一 部 が ブナ・ナ ラ群系 、紀 南 、四國 、九州 の各一 部が シ ヒ群 系 に分布 して ゐ

る。赤 、特 に顯著 な こ とは、 ヒノキの 天然生林 分布 ご重 り混生 して ゐる こ とで ある。

併 し乍 ら、 ス ギの 天然 生 と混淆 して ゐる もの も、 北 限の 大倉 山 を初 め 、 二三見 られ

る。

2.地 形

各集 團 を通 じて、 山系 の南面 、尾 根 筋、岩壁Lに 粘在 、又は小 グノV・・一プをな して ゐ

る もの が多 い こ とは 、分布 表 〔第1表 〕を道 覧 して も知 られ るが 、又田 中(2s)、本 田(9)、

宮崎 働 、三 好(20)、竹 内(拓)(28)、竹 内亮(27)の諸 氏 も等 し く、その傾 向の著 しい こ とを嚢

表 して ゐ る。

私 も宮 崎地 方分 布地 の 一部 を實地調 査 して 、 同様 な こ とを戚 じたので あ るが、 尚

次 の様 な結果 を得 た。

即 ち宮 崎 、熊本 雨縣 境 の市 房山 、東 西南北 各 面に於 て分 布 の調 査 を行 ひ、カ ウヤマ

キは 市房 山系の 東南 のみ に しか 分 布 して ゐない こ とを確 め る こ とが出來 た 。特 に宮

崎縣 市 房山東 側米 良川 に沿 ひ 、北大河 内 、南村 所問 及び 南側板谷 川 に洛 ひ 、東村 所 、

西横谷 間 を 精査 した結 果 、 局地 的分 布状態 を 模式 的地 形 圖に描 くと、 〔第2圖 〕の

如 くで ある。 本 圖は 市 房 山系の 東面 を主 に して示 し、上流 吐野 、山 口間 は小峰 が な

第2圖 市房山系東側地形模型圖 とカ ウヤマキ天然生分布
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く、 唯、岩の山腹を水が深 く堀盤 し・ 瀧の多 い野漢 を…本宛有する鏡い間隙が鯵ん

でゐるだけであ り、 カ ウヤマキはその間隙中の、 然 も其の中で露出 した断涯の上に

點生 してゐる。之に反 して 山口よp下 流上米良に至る問は、 市房山系 より派 出 して

ゐる山峰が併列 し、 峰筋殊に峰の背の中頃に小グノレープをな して 繁茂 して ゐるが、

谷間には見ることが出來ない。 而 も上米良、村所間には殆 どない。 之は市房の南西

面村所、鶴瀬間に老木が4,5本 あ り、鶴瀬 く横谷間及び同山系の西、北西雨面には

1本 も見當 らない事實 と共に、日本全膿か らみた地形 と本種分布の關係に一致 し、氣

象的殊 に風向 と臼光、 又それに強 く影響 される 諸氣象因子 の影響の大 きいこ とを暗

示 させる ものである。

亦、模之 口附近の市房より東に向つて突出 した一小蜂の最密生 した部分の南面 と北

面の生育状態を比較すると、次の様な傾向を示 してゐる。 即 ち雨面共にカ ウヤマキ

林地 内には下木 、下草 なく、北面には蘇 苔類が 表 臨を蔽つてゐるのが見 られる。 し第

3圖参照 〕 亦 、南面は北面に比 し密生 して ゐるが生長悪 く不法正で 、北面のものが

法正に近い圓錐形の樹冠をなすに反 し、 著 しく南に向つて樹冠が偏椅 し、 恰 も林套

樹 の様である 。 稚樹の発生 は両面に大差は認 められないが、 其の生育は北面の方 が

良好であつた。 之は地形 といふよりも、本種の老木が 日光に鍬す る戚度が大である

ことを物語る ものとも云へ よ う。

3.母 岩 ・及 び 土 壌

カ ウヤマ キ と立 地 の母岩 の 關係 に就て は 、 つ とに田 中氏(26♪"6bはその關係 の深 いこ

ごを指摘 し、 伺氏及 び三好 氏等 は木 曾地方 に於 て花崗 岩類(古 期 噴出 岩)に 多 い こ》

.を 述べ て ゐ るが 、 宮 崎 氏([バ)rctc・・(t・9)'3は四國 に於 て主 に太 占暦 と古生履 に多 く分 布す る

が 、寧 ろ母岩 よ りも、 その上 の堆 積物 の影 響 の 大 きい こ とを説 き昔地式 十壌 を㌔ 亦、

九州 に於 て は喜多氏(t'o『311sOXbl岩と 關係 な く火 山荻 を主張 し、地方 別 に よ り意 見は帳

々で ある。

私 は分 布 圖 〔附 圖第1圖 〕と地質 圖(5)の上 か ら 地質 系統 別の 天然生 現 出歎 及 び 其の

比率を求 め.次 の如 き結果 を得 た。 〔第2表 〕

〔註〕 但し、この母岩の地質系統別分強は次表に採ったものである。



71

微 岩 地 質 系統 別 分類 表(大 工 原 氏(7)"fi7著ffに 嫁 る〉

第2表 地質系統別カウヤマキ天然生林現出表

亦 、本 邦 に於 け る地質 系統 別 面積 の一'o、及 び 山地 く傾斜15。 以IL)面 積(7)"s2の百 分

牽 を算 出 し表 に示 ナ と次の様 で あ る。 〔第3表 〕

第3表 地質系統別面積及び同山地面積 峰 位千町)



72

而 して地質系統別現出数百分率 を ρ、同

面積 百分牽を ゐ、同山地面積百分率 を ゐ'

とすると、各地質系統別分布の割合、即

槻 出搬 は 号 叉は 号 の形で表鱒

れる。

本邦(北 海道 を除 く)地質系統別にみた

現 出密度をd,同 じく山地 に於 ける現出

密度をdノ とすれば

第4表

地質系統別 カゥヤマキ分布密度表

之 を算出すると〔第4表 〕の様である。

以上〔第2,3,4表 〕より次の様 な傾 向を知ることが出來 る。

即 ち、現出数 に於ては、著 しく花崗岩類 と中生層 と古生暦に多 く、この三系統 で既

に98.2%(159箇 所)を 占め、後は僅かに、火山岩類、太古暦、第三紀層に各0.6%

(1箇 所)宛 分布 し、第四紀層 には分布 してゐない。之に面積 を考慮する と、その現

出密度dに 於て、花崗 岩類、中生層 、太古層の外 の分布は殆 ど問題にな らない 〔第

4表〕。又更に山地のみの面積に於ける現出密度dtを 見 ると、この傾向は増 々著 しく

表れる。而 もこの傾向は 各地方共通な ものである。 カウヤマキの 母岩 に対する 選繹

性 が如何 に大 きいか といふこ とを如實に示 して ゐる。即 ち本種は花崗 岩類 、中生層 、

古生層、太古層 の順に生育 し、殆 ど之等以外 には生育 しない ことを知る。

尚、各地質系統 内に於ける岩石別分布の傾向は 不明瞭である。地質系統別に、 そ

の風化土壌の理化學的性質を調査するとの、次頁〔第5表 〕の如 くである。

元來、岩石 の風化土壌酸度は、同種の岩石 にあつて も産地 により大差 あつて、一概

に云へず 、 まして系統別に分けた もの も本表の如 く傾 向が蕩だ不明瞭で酸度の測定

法何 れに して も、 前記 カ ウヤマキの分布 と蓮關した 傾向が見出 されない。併 し理學

性 を見 るごきには、或一つの法則に支配 され てゐる ことが判 る。即 ち「理學性良好な

ものに分布 してゐるとは限 らないが、不 良なものには分布 してゐない。」 といふ こと
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である。尤 も古生暦 は理學性 稽不良であるに拘 らず分布22%を 占め、一見 この法則

に反する様で あるが、同土壌が不良なるは、余 りに孔隙が大 きく透水性 渦大な爲で

〔第5表 〕 地質系統別風化士壊理化學性比較表

あつ て、 更 に 表現 の 言葉 を攣 へる と 斯 う云 へ る。 「透 水性不 良な もの には分布 しな

いQ」 亦 、第 四紀古 ・新雨暦 に分 布 しないの は 、 この両 層 の 面積 が 山地で は僅 か に1.2

%に 過 ぎず 、亦 山地 にて も谷 間の狡 小 な平 地 、盆 地 に多 く、而 も極 めて不安 定 な土地

で ある爲 と解 す る 之とが出來 る。

〔註〕 カウヤマキが理學性の悪い所を避けて・良好な所に現出してゐると1云ふことは、附圓(第1,10圖)

に於て、中部地方の木曾御岳山附近(但し分布表番號10黒 澤御岳は火山岩と花崗岩と錯雑して不明)、愛知縣設

樂國有林(分布番號82,83)、 近畿地方三重縣池山村有林(同87)、 四國では愛媛縣久万、面河山國有林(同127)

等にその模式的好例を見ることが出來る。

母岩風化土壌の上の堆積土壌に就ては、 前述の様に、 四國では所謂音地式土壌を

宮崎氏(17)"'1c,・(1s)-3は力説 し、宮崎地方では阿蘇 の火山灰 を喜多氏(14)-311は主張 してゐる

が、両土壌共 に同 じ阿蘇 の火山灰に圏 し、而 も理學性 が火山灰 には不 良な ものが多い

中に、 特に良好 なものであり、 その下の母岩の風化土壌の理學性良好な こと 一ゝ致

し控 に過 ぎないもの と見るのが要當 と思はれる。

その讃左の一 として、木 曾に於ては殆 ど絡 て花崗 岩の風化物 のみの上に生 育 し、亦

私が宮崎の分布地 の一部、 米良川流域に於て調査 してみて も、 後天的な堆積物は見

られず、総 てその母岩(上 流 は古生暦 に囑する水成岩 、変成 岩、下流 は中生層及び古

期 火成岩)の 風化物のみであつた 。同米良川中流愼 ノロ附近(前 掲第2圖 参照)、 カウ

ヤマキ林地に於ける土壌暦の断面の大略を示す と次の如 くである。



74

第3圖

而 して ヒの粗腐植の酸度は南側P.H.平 均4.0、 北側同3.8を 示 し、極 めて強酸性、

亦 この粗腐植中に細根が分 布 し、 明かに菌根 の密生が認め られた。 この菌根は、 ヵ

ウヤマキの土壌 に対する 適 懸性 と關係が 大 きいと思はれるので、次に項 を別 にして

逓べ る。尚、本調査の場所 に於て、 カウヤマキ林の両側 は 地表が極 めて 不安定で石

礫の移動激 しいのに反 し、本林 内は割合に安定な所であることは之亦 、カウヤマキの

生 育と關係 あるのではないか と思はれる。

〔附〕カウヤマキの内生菌根 と土壌に就て

カウヤマキの有 して ゐる 菌根即 ち内生菌根は、寄主の根の細胞内に 寄生菌が侵人

する ことに依つて、 特異の構造 を有する瘤禮、 又は異状組織 を形成するもので ある

が、纐纈氏(15>-427は其の細胞菌糸の寄生に対する 關係は恐 らく根瘤 バ クテリアのその

寄主に対する 關係 と同様であつて、 一時は輩に寄生物 として 生活するのに一定時期

の後には寄主の細胞か ら分泌せ られる特殊の酵素の作用によつて消化吸収 せ られる。

随つて寄主は之に依 り窒素養分を得ることになる理であると云ふ説 の肯定に、 今 日

の多 くの學者 は傾いてゐると述べて ゐる。

之に就て宮崎氏(lf)〉"一'229は、樹木 の内外部形態及び現地の環境か ら考へて、次の如 く

説明 してゐる。菌根は寄主か ら炭素源の供給を受け、寄主の植物根は菌締 を利用 し

て養分及び水分を容易 に儀取する。 即 ち高等植物 は養分及び 水分の撮取困難な とき

に、共棲菌の助けにより比較的容易に囁取 し得るものである。(lt>-230そしてこの菌根

は通常吸収 根 に比 し皮層細胞の数少 く、粒又は、棍棒状に見え、根毛を欠除するが、

無数に分岐 し表面積が大 である。而 して この根系は、 粗腐植 乃至腐植 、水分及び察
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氣を特に要求 し、 塞氣の欠乏を來せぱ直 ちに 皮暦 の細胞を損 じて吸収 の機能 を失ふ

に至る。氏は この理由を菌糸が 細胞内に侵入 して生活する關係上、 一般の根系 より

も一暦室氣 を要す るもので あつて、 か ゝる理由で之を有する樹種 カウヤマキ、 ヒノ

キ、スギ、 ヒバ等の根系が地表近 くの落葉暦に よく登達する ものと説明 してゐる。

亦(1")-2"、各群落下に於 ける 十暦断面の形態は、その植生 と土壌 との相互關係によ

り分化生成する ものであるが、 之に対し 最影響の大であるのは、 落葉其の他の生物

遺體 地被物の分解の難易 と、根系の登達並に その遺艦 である。故に 樹葉の性質 と樹

冠の鬱閉 によ6、 カウヤvキ 林下の粗腐植層が 極めて厚いことは當然で、 前記宮崎

に於 ける私の調査の十層断面、南北両 面の比較 も解繹出來 る。

而 して宮崎氏は亦(1'))"234、この粗腐植暦が分解不良で彊酸性 を示 し、特 に厚いこと

が、灰白土化作用(ポ ドゾ 一ル化作用Podsolization)を 起 して溶脱が行はれ、溶脱

暦(ボ ドソール層AP)を 生ずるこどを指摘 して ゐる。

このボ ドゾール 作用に就ては後述に譲 るが 、同氏①一膨は亦、この 助 層 は養料に乏

しく、且つ軍粒構造 とな り理學性 不良で、 くの暦 に來る根系は 如何 なる種類の もの

でも皮暦細胞 を損 じて吸収 機能を失ふに至る。併 しカ ウヤマキの如 き樹種は内生菌

根を粗腐植暦 、 腐植質土暦に登達せ しめて吸収 作用を螢むか ら生育には左程の影響

を與へないと述べてゐる。

即 ちこゝ に、 カウヤマキが他の樹種に優勢 を示 し得 る一つの條件 、 亦 カウヤマキ

と ヒノキの分布が似てゐる黙、 カウヤマキが岩壁上の如 く土壌層の貧弱 な所にも生

疏し得る黙等に対し て 一つの鍵 があるとも思はれる。 亦 、内生 菌根 は室氣、水の流

通の よい所を好む性質か ら、前項 の如 く理學性不良な場所には 生育 しないとも考へ

られる。

以上の事柄に よリカウヤマキが 内生菌根を有す るこ とが、その 天然生林分布に重

、kな連關を有することが想像出來るのである。

§.3.ヒ ノキ天然 生林分 布 との 關係

分 布表 〔第1表 〕及 び分布 圖 〔附 圖第1圖 〕を通冤 す る と カウヤマ キの分 布 は、 ヒノ
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キChゴmaecyparisobtusaSieb.etZucc.と 極めて頻繁 に相随件 して天然生林ガ現出

して ゐることが知 られる。尤 も之は、 カウヤマキの分布に引用 した資料が、 ヒノキ

の分布調査 より抄記 した ものが 多いことに も起因するのであらうが 、 此の事 に就て

は既に 宮崎氏(19)-64が四國 に於 ける植生の分類に、 ヒノキ、カウヤマキを一つの群落

又は群叢下にまとめ、亦両 者を音地式土壌のIndicatorと 稻 し、三好氏(2e)は木 曾善御

料林及び其の附近 に於て、 カウヤマキの天然生林 は殆 ど 例外 なしに ヒノキの天然生

林 と共存 してゐることを調査登表 してゐる。(帝 室林野局林業試験 報告第二巻第一號

附圖第一参照)之 は中國地方及び紀南の分布集團に於て も、附圖〔第1圖 〕の如 く全
'く同様 な傾向が 看取出來 るの

である。 併 し九州に於てはその例な く、亦北限大倉山

(分布表番號1)で は ヒノキと性格が反対 であるスギと混生 して ゐる。

本來 ヒノキはカウヤマキと共に 、森林帯に於て温幣下部 よ り暖帯上部に位置する

もので あるが、三好氏(20)'116が木曾御嶽山附近で調査 した両種の海抜 高に よる分布 の

關係を圖示 し7eも の を掲げる と、後掲第12圖 の様 である。即 ち他の樹種に比較 して

垂直的に又温度的には、それ程似てゐない。

亦、日光 に対する 耐陰性働 の上から云つて も カウヤマキは ヒバ、イチヰと共 に、

最 も陰樹 に入れ られてゐるのに反 しヒノキは クス、 サノ・ラ、 エ ゾマツ等 と共に陰樹

中最陽樹に 近 い部類に厨する ものとされてゐる。併 し之に就ては 尚再考の余地は有

る。

唯その根 に、両 種共に内生菌根 を有 し、 立地的生活様式に共通點 を現 してゐる黙

に、両樹種の水平的分布に相似性の生ずる原 因が存在す るのではないか と私考する。

而 して両樹種共 に理學性 良好な地 を好み、 酸性 ニヒ壌、 洗脱 され力土地に も耐え得 る

點等に於て合致黙 を見出すこ とが出來る。 之を氣候的にみると、 土壌に対する 雨量

需要量の共通關係が暗示 される。併 し乍ら、三好氏 ヒノキ雨 量因子(後 述)が カウヤ

マキの分布 とあまり關係なく、 却つて ヒノキ氣温因子(同)が 關連 してゐるのは、 雨

量の軍なる絶対 量がやは り直接的要求量の差に連關 してゐる もの とも思はれる。

以上 より省察 して、樹木の直接的生長要素 には、ヒノキ、カウヤマキの種 々の環境

要求量は關係薄 く、 間接的 な士地;又 は他樹 との競争 に釣する制限的環境造成へめ
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要求二量を共通する もの と思はれ るが、 他にカウヤマキの性質分布 と相似 し、 亦具に

その生 育状態を調査 されてゐる一般的 な植物 が獲見出來ないので、今止むを得ず、ヒ

ノキを とつて分布的指標植物 とし、カウヤマキの分布 を最後に検討す ること ゝする,,

III氣 候 的 環 境 因 子 の 判 定

こ ゝに云ふ氣候的環境因子の判定 とは、 緒論の観念に準 じて、 環境を代表するに

足 る氣象的因子の選繹決定 の意味で ある。

§.1.カ ウヤマキ天然生林分布圖 と各氣象因子の傾向

氣候的因子乃至氣象因子の数値 的査定の手段に就て も、種 々の方法が考へ られる、,

其の例の一つとして、各 カウヤマキ分布粘毎に 各氣象因子の単位 期間中時間的変化

を調査 し、分布 しない地粘の同調査結果 と比較 して、統計的にその特殊性 を算定する

方法が ある。即 ち河田氏(12)、三好氏(20)はこの観念に擦つて試み 、好結果 を得て ゐる。

併 し、私は垂直的な時間を平 面的 な 面積の変化 より看取する方法、即 ち単位 期間

に於ける各氣象因子が、 日本地圖に描 く等高線 とヵウヤマキの分布の關係、 換言す

れば 、 カウヤマキの地圖的分布傾向 と、 月叉は年の各氣象因子の配布傾向 との相似

性 、 更にその相似の程度が月の移 るに從つて、 如何 に変化 するかを調べ分布に比較
、

的著 しく影響 を與へる氣象的因子及びその形を知 り得 る資料 としてみたのである。

但 しこの方法に於 て、 二つの因子の等高線が 共に同 じ様 な曲線を描 き分布に野 し

同 じ様 な相似度を示す場合が起 り得 るが、 一寸考へる と何れの因子か 一一方が作用 し

てゐるので、他 は作用 して ゐないか も知れず、何方を探るかといふ疑問が生ずるが、

この際は、 雨因子間の氣象學的關係密接 なものであるか、 又は氣候的因子の総てが

植物 に対し 程度の差は あれ 影響 して ゐるのであるか ら、 前述極限因子理論の説明に

より解決 され ると思ふ。

方法の第一一道程 として、 先づ ヵウヤマキの黙在的分布を略次 の如き 集團列の分布

傾向 と見徹 し〔第4圖 〕、各因子の月別、並びに年平均の氣候圖(1)と照合 し、相似の程

度 を5級 に大略假定 し、 その何 の級 に略相當するか、 各氣候圖毎に調査 したのであ



る。勿論この方法は相似度を表す級の標準が主観的、 概念的な ものであ り、 個 人の

先人主に極めて大 きく左右されるこ とは 避 けられないが、 夫をなるべ く小 さくする

爲に各氣候圖を順序不同に して又数 回ら(5回)繰返 し、 その4i均 値 をとつたのである・
●

併 し乍 ら各回による差は實際には 殆 ど無かつたけれ ども此の結果は軍 に影響 因子探

索の手掛 といふに止 り、 藪値的には意味の無いものであるが、 次節代表因子 決定の

基礎の一つであるので 、次に掲げる。〔第6表 〕

〔註 〕 本 表 中 、印 は 多 い 程 相 似 度 の大 をい こ と を表 す もの と し、 略 そ の 程度 を言葉 で弐 へ ば

無 印__。_全 然 相 似 傾 向 の窺 は れ な い もの(○)全 く無 關係 といふ 程で は な い もの

(0)(0)… …稽 相 似 してゐ るか と思 は れ る もの(○)(O)(○ 〉 一 … 稽 相 似 してゐ る もの

(O)(0)(0)(○ 〉 ・か な り相 似 してゐ る もの(O)(○)(0)(0)(○)… よ く相 似 して ゐ る もの

伺 、分 布 が 日本 全 髄 か らみ て 、高 い 敦 値 の地 帯 に驕 す る もの は(+)、 同様 低 い 所(一)、 中庸 の所(×)、 ・

不 定(○)の区別 を附 した。

第6表 カウヤマ キ天然生林分布 と氣候圖 との相似度表
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前表欄 内の氣象因子間には 殆 ど同 じ意味を有す るもの もあるが、 之等は各 々其の

観測法、 測定基準の探方に より、 等高線の曲線が異つ てゐるので一応 氣候圖の網て

に就て調査 したので ある。

月の推移 による年内の相似度の変化 を因子毎 に大略説明すると以下の如 くで ある。

(1)氣 温

8,9月 が少 し相似する外 、他は余 り相似が少い。殊 に年平均 とは少い 。併 し乍

ら分布地 は、夏は割合に涼 しく冬暖 い所に位置 してゐる ことが知 られる。
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(2)氣圧

3,4,5月 に稽著 しいが、気圧 の平均等高線の鍵化は、R本 全十を通 じて僅か

に、2～4mmを 出ない程度である。

(3)風 向

北西の季節風の期間著 しいのに反 し、夏期は相似性 がない。

(4)風 速

年 を通 じて平等に僅かな相似を示す。

(5)水 張、湿度

夏季不規則に稽相似する

(6)雲 量、快晴 日数 、曇天日数 、日照(%)、 日照時敷

共に著 しく同様 な傾向を示 し、殊に冬季大であ り、年平均 も著 しい。之を 日光

量 といふことを基準 として考へる と、 日照、日照時数、快晴 日数 と、雲量、曇

天 日難 とは表 と裏 の關係をなすべ きであるが、本表の上で も明かに(+)、(一)

の符 號 が逆 に なつ て ゐる。 そ して共 に 日光 量 の多 い所 に分 布 して ゐる こ とに な

る。

(7)蒸 登 量

不規則 に相似度 を表 し、亦 中庸 の値 の位澱 を示 して ゐる。

(8)雨 量

極 めて顯著 に春 よ り夏 にか けて相似 度 を表 す。殊 に5,6,7,8,9の5ケ 月 間が著

しい。 併 し年 雨量 は さ程 で ない。

(9)氣 温較 差(年)は 殆 ど相似 しない。

以 上綜合 して、 カ ウヤマ キの分布 地 は 、 日本 の氣候 を表 臼本型 と裏 日本 型 に分 け

る と表 日本 型 に薦 しx之 を更に縞 井氏(・9)の日本 氣候 塵 に擦 る と きは 、 前述 集 團の 系

列 がEl3,E64,E。3,E。2,中 國 の系列 がE㎝i,E㎝2,E㎝3に 相當 し、氣 候 の地蹟 的分 別 と 、

ガ ウヤマ キの分布 の集 團 的分別 が 租相 似 してゐ るこ とを知 る。 而 して之 等分布 の多

い氣候 匠 と少 い氣候匿 との相異點 は 主 に夏 前者 が雨 量多 く後者 少 く、 殊 に絶対 量 に

大 差 あ り、亦 前者 は冬割合 に暖 いζ と、 同照時 間の 多い こ とで ある。そ しで地 形的 に
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みて、 脊稜山脈の南東面に位置 し、 冬季夏季の各風向 を考慮すれば之等の差異は分

明である。

尚分 布地の梅抜 高か ら、 山岳的氣候 の特性が想像 されるが 前記 の各項か らは論ず

るに未だ早計である。

§.2.氣 象因子の分布に 於ける意義 と、 氣候的環境因子 として 代表的氣象因子の選

定

各因子が複合調和 して環境を造 り、 総ての因子 力ま植物の生存に必要 な諸要素の量

叉は状態に關聯 してゐる以上は、総ての因子が植物の分布に も關聯する理であるが、

前節の結果 より、特に カウヤマキの分布に対する 意義及びその輕重を認識 し、 求め

んとする代表的氣象因子の採索 を爲てみ よう。

(1)温 度

温度は植物生存必要條件の第一 にあげられ、亦森林帯形成の基本 因子 とされて

ゐる ものである。鏑木氏(13)-33は、如何 なる植物で も、生長 を開始する最低温度 と生

活機能が最順調且昆盛に行はれ る最適温度 、及び生長を妨げ叉は停止 し途 には死

滅 を免れない所の最高温度 とを有する。 この三温度はそれぞれ植物の種類、植物

髄の部位 、時期に より異 るものであると述べてゐる。併 し之には植物 自髄の氣候

順化、氣候変動 があり、亦之等の各渥度歎値は多 くの他の因子に複雑 に影響 され

ることは論を侯たない。

H.Hoffmann(1872)は 一定の生長期間中、毎 日の平均温度の総温量は各樹種の

・生 長期叉は一機能 に應じ て特有の値 を示 す としてゐ6。

カウヤマキ とその分布が よく似てゐる ヒノキに就て、 生長を 調査 した 三好氏

(2`♪日;8の結果 をみると、一年中の生長は生長期間の温度変化 に件ひ、略変動 して ゐ

ることが明かに表れてゐる。亦 海抜高よりみた垂 直的分布による温度の差 と各樹

種間に一定の關係あることを示 してゐるが 〔第12圖 〕、この両關係はHoffmann

レ)説の裏書 とも云へ、亦 この説が、カ ウヤマキの分布に重要 な因子 をなしてゐる

ことは思メ、に難 くないが、後に再び検討 してみたい。
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(2)氣 魅

氣魅の変化(13)一「'o)bS-一'asの刺激 とな り植物の生長に作用するものであるといふ説

があるが、未だ研究不充分である。殊 に前述等懸線の如 く僅か藪粍の差に過 ぎな

い場合は問題 にならない。寧 ろ穀差的氣駆をみるべ きで ある。併 し乍 ら氣塵の傾

向は氣流の傾 向を支配する ものであるか ら、その意味に とるのが要當 と思はれる。

亦硫黄バクテリヤ働司、好氣性バ クテリヤの中には稀薄氣の酸素中に好んで生長

する種類 ありと云ふ説があるが、菌根に対し ては研究無 く不明である。

(3)風 向、風 速

風は植物に対し て、単独 に又は他の因子と結んで生理的に、直接機械的に影響

を及ぼす もので ある。〔第6表 〕より見ると、風向は殊 に冬季著 しい傾 向を示 して

ゐるが、多季の風は所謂北西季節風で、絡てAl・・vl>確間略一定 してゐるのに反 し、

夏季 の風はNE～E～SE～Sに 亘る方向範囲 の廣い風であり、カウヤマキの分布

位置が各地方脊稜山脈の冬は風下、夏は風上の斜面上部に相當 し、之は夏季の雨

量 と大 きな關係があり、特に本種の場合その關係に見るべ きである。即 ち、前章

宮崎の實地調査 による帰 地的観察にも充分そのことが知 られるのである。

風速 に就ては、元來 この等高線は内陸に向ひ海岸線 と牟行 に低 くなる傾向があ

るので、本種 の平面的分布位置が影響 してゐる もの とも思はれ、直接 カウヤマキ

に対する 作用は不明である。

(4)水 張、湿度

植物の水分 に於ける生理作用に關係ある ものであるが、之は他の氣象因子に殆

ど從闘的に変化 するもので殊に夏季多量の場所に傾向を示 してゐるのは、温度 と

降水量に支配 される結果 とも思はれる。

(5)雲 量、快晴日 数 、曇天 日数、 日 照、 日照時数

等 しく植物に対 する日光量の問題で ある。日光は植物 の同化作用、生 艮機能に

とつては、水分、温度 と共 に最 も重要な要素であるが、常緑樹 たるカウヤマキの

分布に於て もこの影響が著 しく、殊に冬季 に於て表はれてゐる。

均ウヤマキは元來陰樹中の陰樹とされてゐるものである⑨,㈹,。勿論陰樹とは耐陰樹,日光の要求度の少
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,

い窓味であるが,之 も植物の年齢の推移により、 その嬰求量も大差ありと思はれる。 研究未だ不充分ではあ

るが、カウヤマキは稚樹の中は耐陰性大であ るが、老樹 になると却って他樹種より比較的に躬 くなるのではな

いかと思はれる点が多々ある。。即ち幼樹の中は樹陰で趣めてよく生畏す るのに反 して、批年以上になると,峰

笛その他日光の照射量の多い所にのみ生育 し、前述宮崎所見の如 く、山の北面に比 し、南面の樹冠が著 しく南

へ偏椅 し、殊に(畑一即林橡水の樹冠偏碕の大である事等であ る。

亦.森 川氏(21)は200年 生 内外のヵウヤマキとヒノキの老齢林分に撫伐を行ひその後の生長 を調査 した紹

果、カウヤマキの方が蓬かに生長の槍加を來 したことを報皆 してゐる。

何れに して も、カウヤマキの分布は 〔第6表 〕よ りみて、 日光關係諸氣象因子等 し

く、冬季に於ける 日光量大なる所に著 しい傾向をみせてゐる。

勿論、雨 量は時間的配布、量的配布両 相俊つて植物 に作用するもので、日照は

雨量 と關係は無いこともないが、夏季の雨量配布の相似度 より見れば、若 しカウ

ヤマキの分布 キ日光の配布の相似度が雨量に左右 される ものとすれば、當然夏季

には雨量に対し て負の相似度が表はれるべ きであり、分布が 日光に も張 く支配 さ

れて ゐる事實を示す もの と云はねばならぬ。

(6)蒸{縫 量

蒸畿量は植物 に於て、直接的に葉 面よりの蒸嚢量の変化 と關係 し、 間接的には

土壌水分 と連關する ものであるが、之はTrabert(23)一娑4の公式に表 されてゐる如 く

結局、温度、氣墜、飽差、風速の完全に近 い函藪に過 ぎず、植物に対する 氣候因

子の 』か らは、軍にこの式に表れた植物の氣象因子を、 この形で表す必要無 い以

上は意味な く、 ラングの説の様に、歎値的には温度に含めて考へる こと ゝする。

(7)雨 量

雨量が樹木 の生長に不可敏軍大な關係 を有することは、云ふ迄 もない事である,,
'

抑 ζ樹木の生長の週期的変化 は次の様 である。即 ち日変化 に於ては樹種 によつて

大差あ り一概に云へない。年変化(20)は大 旨各樹種 を通 じて 月平均氣温 に随件する

が、年生長量(31)は年雨量に麦配 されて、雨量的氣候週期及び太陽黒點 その他の週

期的影響働を受けつ ゝ変化するものである。結局年生長量以上長期間の変化 は主

として年雨量の溝長 に關係す ると云ひ得 る。亦年内の生 艮に就て も、三好氏の ヒ

ノキに於ける調査(20)一'68に見る様に、大略の生長曲線は略氣温に沿ふ てゐるが、そ

の小 さな屈曲は、雨量の描 く曲線に影響されてゐることを知る。
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雨量は亦、植物の種類 により夫々要求量の範囲 を有する ものである。その要求

量は頻度 と關係 した量 と見徹すべ きであるが、軍に量 のみ より見て もカウヤマキ

の分布に対し て著 しい傾 向を示 し、殊にそれが夏の生長期間に於て ゞある。〔第G

表〕 而 も年雨量に しても日本に於 て最多量な所であつて、一・見殆 ど、本種の分布

を決定するのは降水量にありと判断 して 可なる様に思はれる程である。

§.3.代 表 困 子 の 決 定

前二節 より愈 ㍉日光、温度、水分を如何 なる形の氣象因子 又は その組合せで表す

べ きか と云ふ ことになるが、その中、 日光に就ては 本研究の方法により 等高線圖 を

つ くるに日照観測點 が極 めて少 く、 亦地形 による局地的影響が大 きいので、 本研究

に必要な程度の精度を有する 等高線圖の作製が不 可能である。 故に氣温 と雨量の両

方面か ら考 察する こと＼する。

(D温 度(五 ケ月平均氣温)

抑 ζ森林幣の生成は、從來氣候因子中、特に氣温幣による もの とされ、年卒均

氣温等 により表現 されて ゐるが、森林帯 を更に細分 した植物 分布の素因と しては、

氣温 に しても最早年卒均氣温等の 簡嘩 な絶対 数により分けることは 困難 であつ

て、 こ焔こ連關 々係を考慮に入れる必要が起 る。その連關 々係 を表す方法 にも、

年内の変化 を相關係数的に表す方法 と、年 内の時期の選繹、制限により、その期

間内の絶樹量で表す方法 とが考へ られる。本論文に於ては、 後者の方法 に糠 り、

植物 の生育に最重大 な意義 を有す る生長期間中の温度 を探つてみよ うと思ふ。

之 に關 して、Mayr氏(鋤 一15は、 一般植物の主なる生長期間中の全部又は一部で

ある4ケ 月平均温度 を以て植物生長温度 と樗 し、林木の要求する温度の標準 とし

た。併 し前述 ヒノキの例に於ては、明かに5,6,7,8,9の 五 ケ月の温度が著 しく

作用 してゐる。.亦Hellmann氏(35)-12`Jも 氣温因子 によつて主要林木の生長期間を定

め、Schwerke氏 は 年輪構成期間によ り主要樹木のVegetatjonszeitを 調査 し、

5月1日 よ99月30日 迄五ケ月間 とし7e。 カ ウヤマキに就ては正確な生長期間は

不明であるが、以上の様 な研究例 よ り五 ケ月間をとるものである。
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五 ケ月の温 度 に就て は 、その平均 を とつ たJuliu9.Oelkers氏f35)-129のVegetations-

zeitwarmeが あ る。 カウヤー"teの分 布 に対し て も、第6表 の相似 度数 には判 然

と表 れ て ゐないが 、5,6.7,8,9五 ケ月平均 氣 温 を以て 、等温 線 圖 を造 り、關 係 を

考察 して み よ うと思 ふ。

(2)雨 量(五 ケ月雨量)

分 布 と雨 量の 關係 は 、第6表 に明 か な様 に、林木 生長 期 間 中の相 似が顯 著 で あ

る。

樹 種 の分布 と雨量 に關す る研 究 には既 に河 田氏 ⑰ が 、 ヒノキ、 ス ギに就 てそ の

四季 に 於け る降水 量 の配 布 と天然生 林分 布 との關 係 を、 相 關係数 に よ り算出 して

ゐる もの が あ る。 カ ウヤマ キに就て も、 九 州以外 の分布 地 は総 て表 日本 型 の雨 量

を示 し、同法 が適當 な様 に も考 へ られ るが 、九州 に於 ては次 圖〔第5圖 〕の如 く、四 ・

面総 て表H本 型 を示 し、 巾央 脊稜 山脈 の東 面にの み現 出 して ゐる現 在分 布 が説 明

出來 ない。寧 ろ絶対 量 で表 す方 が適 合 す る もの と も豫想 され る。 故 に氣温 と同 じ

く五 ケ月間 の雨量 、即 ち直接 生畏 と關 係 ある雨:壁を以 て 等高線 圖 を作 り考察 しよ

うと思ぶ。

第5圖 裏 、表 日本 雨 雨量型(s)と、 九州 の雨量型 ωよw計 算

1融 〕 左圖は九州四面の代表地 として、宮崎、鹿兇島、熊本、福岡を探 り、その月準均雨量曲線圖

右岡は福井氏⑨の裏、表日本両氣候型の代菱地、金澤、沼津の月平均雨量曲線翻を示す。

尚、年 内、月の生長量が月氣温に件ふに反 し、年の生長量が 、年雨量又は生長

期間中の雨量に並行するのは、年雨量は年度により大差あるが、年平均氣温は差

の少い ことにも依るので あら う。
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(3)洗 脱 作 用(ラ ングの雨量係歎 と母岩う

上述の如 き植物 に対する 氣温 と雨量の観念か ら離れて 、前章、 カウヤマキ分布

地の状況 を考照 してみると、 その位置は日本に於て年雨量最多 く、而 も垂直的に

氣温の割合低い所で あり、亦母岩に就 て云へば、風化土壌の理躍性 、殊に透水性

の良好な場所である。そこに當然考へ られる ことは=ヒ壌の洗脱作用である。實際

宮崎氏は、四國のカウヤマキ林地で一種のボ ドゾールを登 見し、又私 も宮崎に於

て同林 の下に、ポドゾール か、又は極 めてボ ドゾール化作用の顯著 な場所を認め

たのである。〔前掲第3圖参照 〕

ボ ドゾール化作用に就 て、大杉氏(23)-64の解繹を概略述べる と、次の様である。

即 ち寒冷過灘の状態にあつては、有機物 の分解が不徹底な爲に多量の腐植 が蓄積

されるのを常態 とする。殊 に材料が針葉樹の華葉の如 く塩基性 の少い ものである

時には、 この腐植は酸性腐植AcidHumus,Rohhumusの 形 となる。針葉樹林で

は、この腐植 が、他の鑛物 ノ1楓化物 と混和 しないで分解 し難い繊維状の暦、即ち

腐植層を表層 に形成す る。 この層 の中の腐植酸は水 に會ふ と膠質液(ゾール&の

となるか ら、か ゝる層のある所に降雨がある と、この暦を透過 しブご水は腐植酸 ゾ

ーノンを含み、黒色乃至褐色を呈 し、 その酸性に よつて 、いろいろの ものを溶解す

る外 、膠質的に七壌中の膠質沈澱物 を膠化溶解する。 この際、塵基 の流れるσ)は

勿論であるが、鐵、 アノレミナ、粘土物質 も流 される。從つて上記の腐植層の下に

透水性 の砂質暦があるン、上記 の水は自由に之 を透過 し、その際前述の如 き溶脱

作用 を行ふから、この唐は著 しく鐵 、舞土を除去、睨色され、粘土 もと即て増 ζ

砂質になる。この風化作用には純輝な化學的な部分 もあるが、根本が風化作用で

あるか ら、ゾール 風化作用 と構すべきである。 兎角、○斯様 に して腐植居の ドに鐵

の とれたSfO2/A1,0.,の 大きい灰白乃至白色の砂質暦が出來 る。 之が ポ ドゾe--7ン

Podsol又.は 漂 白土 と云はれる もので《 この風化 をボ ドゾール風化Podsollzalim

と云ひ、北方の寒冷多灘 な森林 、殊に針葉樹林に屡 々ある特有の土壊生成作用 と

されてゐる。尚 この作用は腐植酸 の酸度P.H.50r4以 下の とき起 るとされてゐ

る。
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結局、このボ ドゾ・一ル化作用の起 り易 い條件を括 める と、①寒冷多爆の氣候 、②

酸性腐植暦の存在、殊に針葉樹林の存在 、③その下に透水性 良好な砂暦の存在の三要

件 になるが、 カウヤマキ林地は之等の條件を満足 し、而 も腐植暦 はP.H.4以 下(宮 崎

氏四國 に於 て3.5、 筆者宮崎にて4.O～3.8)を 示 し、極 めてボ ドゾール化作用 を螢み易

い環境にある。之は前に 菌根の項で説明 した様 に、寧 ろ 他の樹種に樹する制限、又

は防禦機能 として、カ ウヤマキの生存競雫にわける 優勢條件 と考へ られる。 即 ち裏

の最適條件である。

抑e土 壌 に対する 雨量 叉は降水量(23)-27が、 どの程度恐岩に作用するかは、 一方に

降水量の多少に依ることは勿論であるが、他 面、蒸嚢量 の多少 にも支配 されるか ら、

かゝる意味の氣候要素は 降水量 と蒸畿量の比で表すべ きであるが 、蒸叢量 の観測結

果不充分で、この様 な目的の爲には不適當である。而 して蒸登量はTrabertの 式に

明かな如 く、温度、気圧 、飽差 、風速の函藪 として表は されるので、之等を以て代用

するのであるが、Lang氏 は氣温 と蒸嚢量の關係 を種 々研究 して、両者の間に、並行

關係を見出 し7aので、蒸装量の代 りに氣温を以て し尤。即 ち年雨量R㎝ ㎝ と年平均氣

温 丁')cの比 劫7'、 之が[Langの 雨量係数」である。次にMayer氏 は、氣温を蒸嚢

量で代えることを不適當 とし、飽差を用ひ力方が實際に適合するもの こして、年 雨量

と飽差 との比即 ち 日N-S係 数 」を定めカ。其の他種 々の式があるが、何れに して も理

論的には不完全を免れない。Langの 雨量係数 と、〈r-S係歎等 とを比較すると、理論

的には後者が優れてゐると思はれる。併 し、ボ ドゾーノン化作用の要件の一「寒冷多滋」

の意を表すには、前者の方が適當であ り、亦植物生態的ρ意味か らも、前者の方が意

義がプてきいo

即 ち、河田氏(11)-47は、土壌中の水分の條件は、植物が土中か ら吸収 し得る水分の量

に影響 を及ぼす もので あるが、察中灘氣の條件は 蒸散作用の現象によ り失はるべ き

水分の量 に影響 するのである。 故に現實に種 々の 生活作用を螢む爲に 有効な水分の

量は、勿論吸収 される量 と消失 される量との釣合で 現 は されねばならぬ。 亦或程度

迄ω〉職67温度の上昇につれて 纏ての生活作用の 活動が増 して來 る様に、温廉が下降す

れば生活々動が鈍 くなる。この瑚由により根が水 を吸収 する力も 土壌が冷えて來れ
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ば 減退 す る もので ある と述 べて ゐるが、 結局 之等 の關 係 もR/Tで 以 て 表現 され得

る。

亦 、 年毎 の生 長量 が雨 量 に伴 ふ もの とすれ ば 、『その生 長期 間で除した 商 は 、 その

生 長期 間中 の輩 位時 間當 りの 生 長 量 を意 味 す る。 今 その生 長期 間 は 略 年平均 氣温 に

比 例す る とすれば 、単位 時 間當 り生長 量即 ち生長 速度 は 、同 じ くR/Tで 表 し得 る。

亦 、Cieslar氏(20)-1{loもLang氏 とは別 にR/Tを 所謂Vegetationsquotientenと 稻 し

て ゐる。

以 上 の如 き諸 理 由 に擦 り、私 は寧 ろN-S係 歎 等 よ りも、Langの 雨 量係 数 を探 用

し、 その等 高線 圖 を作 り、母 岩 を も考 慮 して 、洗脱 作用 を調査 し、カ ウヤ マキ分 布 と

の 關係 を考察 した い と思ふ 。

尚Livingston,Shreve両 氏(:s:1)一一214は、北米合 衆國 に於 ける植 物 分布 の生態 學 的限界

を(降 雨量/蒸 壷 量)係 数 の 等 高線で 優劃 して 或 程 度 の好 結 果を得 て ゐる こ とを、こゝ

に附記 した い。

以 上、私 はこゝ に 、カ ウヤマ キ天然生 林 分布 の環 境的氣 象 因子 と して 、温度 と雨量

を探 り、之 を「五 ケ月平均 氣 温」、1五 ケ月雨量」、亦 土壌 氣象 學的 見地 を加へ て 「ラン

グ の雨量係数 」を三氣候 因子 と して撰 び 、その極 限條件 を求 め て見 る こ とに しプa。

IV三 氣候的因子の圖式的表現 と條件限界数値(極 限因子の判定)

§.1.氣 候的因子 の圖式的表現

氣候的因子三要素 と、 カウヤマキの分布 を 亘視的に見るに しても、 出來 るだけ精

密 な三要素の等高線圖を描 く必要が ある。

その計算資料 として、私は中央氣象肇氣温報告(2'(.大正5～14年)10年 間平均値、

同雨量報告(3)(昭和5～15年)10年 間平均値、 及び林業試験 場累年i氣象表(4)(明治45

～昭和 ユ1年)25年 間平均値を用 ひた。

年代は同一であれば 、 之に越した ことは無いが、 氣温の年度による変動 の小さい

のに反 して雨量は大差 あり、 その平均値はなるべ く多年数の ものを要するので止む

を得 ず統計年数の多い ものを用 ひた。 勿論、 時代によ り氣候傾向の 推移はあるが、
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統評年数 の多少に よる葦 に 比較すると極 めて 小さいものであり、又この両者 の統 計

年度による差は 等高線に影響 する程大 きくはなく、 亦観測地點 の 局地氣候が観測値

には影響するのであるが、 その修正 は困難であるので 之等の資料 をそのまま探 るこ

とにした 。而 して南鹿児島縣 より、 北宮城、 山形両 縣に亘 る問、 観測年数の豊富 な

観測所のみを繹び 、各観測所毎 に五 ケ月平均氣温、 五ケ月雨量 、 ラングの雨量係数

を計算 し、次表(第7表)の 如 き結果 を得た。

〔註 〕1・ 本 表 中 ・A表 は 中央 氣 象 蔓;氣 温 報 告 、昭 和6年 版(大 正5～14年 ヱ0ケ 年 平 均)、 同;雨 量 報 告 、

昭 和18年 版(昭 和11--1.5年 、10ケ 年 平 均)よ り、"表 は 、林 業 試 験 場;森 林 治 水試験 地 、森 林 測

候 所 累 年 氣 象 表 、 昭 和13年 版(9A治45一 昭 和]1年 、25ケ 平 均)よ り抄 記 した もの で あ る。

2.欄 中 、Stは 氣 温 、Steは 雨 量 の 各 観 測 所 、番 號 は 上 記 原賓 料 府縣 別親 測 所番 號 を示 し 、 附 圓 第1

圖 中 に そ の位 置 を標 示 す る。

而 してSwの 欄 に番 號 の み あ るの は 、氣 温 のStと 同 一 の もの 、 記名 あ るの は 、同 一 市 町 村 内 の親

測 所 で 異 名 の もの を纒 め て記 した。 亦Tは 五 ケ 月平 均 氣 温 。C)、Wは 五 ケ月 雨 量(mm)、Rfは ラ

ン グの雨 量 係 敷(小 敷 以 下 四 捨 五 入)を 示 す。

3.術 、B表 中 、Rfを 記 入 した もの は 、同 観 測 所 雨量 に近 邊 の氣 温 親 測 所 襯 測 氣 溢 よ り 、高度 遍減

(0・5℃ノ100m)補 正 した氣 温 を用 ひ て 算 出 した もの で あ る。

第7表 五ケ月平均氣温、五 ケ月雨量、 ラングの雨量係歎算出値表
A.

St.Sw.71w.Rf.

〔鹿 兇 島 〕

2西 ノ 表224.81290.6126

3十 二 町2024.81120.3107

5枕 崎2224.31118.4115

6加 世 田2324.21193.4122

7伊 集 院2423,41387.3144

8隈 ノ 城2724.31179.1121

9阿 久 根3324.21128.497

101.[4水724.81185.4112

i2鹿 ラ己島2523.91256、2125

14垂 ガk2124.91093.5100

15鹿 屋82391367.6130

16で 左田 岨i1224.11118、0111

17志 布 志10安 樂23.91293.3127

20國 分523.21303.0130

21加 治 木423.7]325.3126

22大 口2623.21390.1145

〔宮 崎 〕

1星 倉224,01658.8160

StSw
.TwR.f

2宮 崎523.61459.8148

3高 岡624.21476。5138

4上 江16高 鍋22.21471.3147

5岡 富26延 岡24.01446.3140

6示 申FH1922.61959.1187

7NS城723.51441.8142

8高 原922.51722.6179

9小 林1023,21003.5151

10三 田 井3022,31279.0132

〔熊 本 〕

1高 漣誕1624.1992.2101

2熊 本1523.81043ー1107

3三 チi2924.11036.4108

4松 橋2623.91045.2105

5八 代2823.8973.998

6佐 敷3623.91078.7109

7本 渡3924.11175.5120

8t卜 深4124.(,973.2102

9山 鹿1223.61088.3113
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10隈 府1123.81186.3117

11人 吉3423.81154.6116

12矢 岳3520.41726.2312

13御 船2523.7951.899

14白 糸20米 内 藏21.31118.0]32

16宮 地321.11330.1157

〔長 崎 〕

1王 ノ 浦124.2916.488

2.ii-il井 樂223.51i)30.1106

3'㌃ 詫 ブr4224.b'1047.4113

4福 江323.41122.3】2〔}

{;有Jll4624,21112.2112

7殖 申 浦4723.792α292

8武 生 水2923.41013.3106

9勝 ノド3023.(,928.295

10JTi申 凶寄4923.6925.588

11嚴 原5622.4137L4144

12iJ、 茂 田4822.51118。1 .II4

13{ニ ィ立5122.0957.099

14久 原5222.4960.4101

15馨 ミ5322.61135.7117

16佐 須 奈5422.11128.7121

17韓 崎55豊22.51028.399

19志 々 伎623.9875.288

2⑪ 平 戸823.11086.4110

21大 島923.31014.8105

23今 福1123.91132.8115

24世 知 原1222.91359.9144

2GJIIオ 朋1323.91052.2107

27波 佐 見1423.61164.3119

28大 村1524.61080.3101

30里 予 母2824.1936.893

31麺 岳1623.61019.2101

32松 島1723。61048.897

33侵 崎1923.41224.3125

34中 川1923。61224.3123

35孟 東 早2223.71205.3121

36dヒ 諫 早2323.61300.0131

37∠j、 長 井2424.31407.2134

38島 原2524,31!69.()119

39温 泉4119.51610,4218

40〆J、 濱2623.81096.5109

41ロ ノ 津2723.9987.996

〔佐 賀 〕

】 、鳥A西224.11204.4119

2示 申 ・埼323.61180.7119

3{左 賀123.61104.6110

4iJ、 城724.21172.8115

5唐 津823.71050.4108

6伊 万 軍1423.61245.5!28

7武 雄1623,7」174.1119

8女 喜 醗}2123.61257.5332

9鹿 島2{,24.21003.0106

10デ ゴ 湯(;22.81335.()146

〔幅1朔

1莞 ギ 津124.31(,29.fi103

2杉P'ipl1424.01(,45.6104

3銀 刻く1923.986().{90

5久 留 米224.41玉24.】107

6前 原2323.5、833.893

7東 入 部2522.91050.9118

8福岡2723.1933.Fi104

9=人 こJll3323.587a.395

10東 郷3423.4'909.2102

11薦 屋3523。3827.892

12小 倉5723.7893.597

13北 方58城 野23.3927.8104

]5ノk屋6323.0909.097

16}鯉 原6423.4883.董91

17/N中 番5223.7905.19G.

18大 藏5422.21095.3116

19水 城3123.3990.2107

20朋 犬 塚7224.21122.2110

21福 島1524.01024.8103

231上;Jll323。91160.31.16

244ヒ 野・424.111]3.3112

25立 石523.71203.2121

26吉'井724.Ol210.1119

271」 、石 原1320.51494.7189

28支 波823.91182。9117

29葦 ・1'木1123.91161.8116

31山 野47鴨 生23.61053.9111

32飯 塚4623.21068.4115

33福 丸5023.5997.9110



35直 方3724.2「OO7.997

37方 城3823.5983.9103

38勾 金4023.51029.6109

39後 藤 寺3924.11108.4111

40添E日4123.3]102.4115

〔大 分 〕

1佐f白1723.71150.7】11

2臼 杵1822、91021。5106

3大 分2022.791&7100

4日 出2523.3919.995

5樺 剣 東2622.2803.894

6玉 津`30高 田23.6879.190

7四 日 市3223.4907.494

8中 津3623.3877.291

9三 三 重1222.61105.1117

10竹 田822.11039ー3116

il森321.41126.6132

13豆 田2日 田22.2]]27.4124

〔愛 媛 〕

1御 荘2城 邊23.81165.7123

2宇 禾II島123.6920.698

3八 幡 濱623.9794.291
.

4守:禾0523.01048.8125

5郡tP4123.6711.780

6松 山1323.2708.783

7四 阪 島3223.2569.665

8今 治3124.G698。781

ー10西 條2823.6777.887

11新 井 濱27232743.182

12多 喜 濱2623.3747.382'

14丹 原'2924.0733.683

17三 三 島2523.4847.693

19大 沙H1524.1886.5101

20/j、 田 町1722.9976.2118

21久 万 町1921。21083.0118

〔高 知 〕

2清 水123.81623.5177

D3中 村523.81575.8161

4`下 旺17JH崎24、011223.9132

.5須 崎1523.61657.9]72

6越 矢01923.71715.4171

9ユ

7窪 川11322.11997.6227

8構 原1122.31695,4189

9高 知222331561.8157

10桑 尾2122,52066.0211

11上 野 尻3D23.31649.7160

12大 栃3122.61676.2172

13安 藝3923.61244.3126

14田 野3824。11201.1123

15津 呂3524.41359.3138

18本 山2721.51854。4211

19大 田 口2823.21386.4147

〔徳 島 〕

i宍 喰2023.91687.3165

2日 和 佐2123。71407.2-54

3紳 野19川 上23.32000.1212

4出 原18木 頭21.21860。6221

5小 松 島1523.8945.6103

7福 原 ・1222。41567.5172

8椿 泊2223.51276.0145

9富 岡36・23.7tO52。3114

10和 食3722.91387.2172

11ホ ト 璽予16目 里f谷22.51949.1206

12坂 州1721.41858.3212

13徳 島123.8805.189

14南 濱3224.2646.371

15旦 鳥 ド」2424.3729.081

17市 場323.9673,666

18石 井3323.3848.693

19鬼 籠 野1121,21159.8135

20下 分 上 山1022.51260.7136

21脇 町3423.7664.372

22-一 △宇 ロ 山821.5 .1030.7125

23大 枝620.89上O.4123

24芝 生'423.8727.779

25池 田3023.9821.291

26上 名35'22.61100.9107

27川1島2823.1909.992

28川1井9、20。91148.0141

〔香 川 〕

2大 野 原1719.3660.972

4財 田2822.8797.094

6多 度 津122.5596.569
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8琴 平3023.1703.583

9七 箇2922.2818.999

10字 多 津223.8577.OG6

12高 松523.3596.4「70

13瀧 宮2523.3657.977

15扮 所3223.0701.685

17安 原2122.5728.890

19津 田623.0659.576

20三 本 松723,7678.476

23塁 塾 島1223.5560.064

24西 村1424.0572.865

26鹿 庭23奥 鹿23.3682.378

(山 口)

1'-F關123.0910.3100

2畏 府222.8882.599

3田 耕323.11001.7116

6萩522.9856,6103

7見 島723.7881.892

8須 佐623.2892.7114

9徳 佐21・21.5983.7138

10船 木823・2927.0106

11防 府1222。9818.793

12徳rLl13'23.2990.1110

13下 松1422.4875.2102

14鹿 野202α41090.4168

15zF生1523.8822.692

16小 松1b23.0816。796

17岩 國J723.5960.9106

18高 森1822.9901.7119

19廣 瀬1922.31137・4137

20御 堀10'22.8943.51上0

21大 田922.31014.0121

〔廣 島 〕

1廿 日市2521・3882・9110

2廣 島123.3826.294

3嚴 島2623.4887。397

5海 田 市2824.7796.686

6忠 海5222.8618.871

8本 郷5423.3663.378

10松 永4023.3620.471

11革 丙5724.8595.160

12幅 山4123.8641.875

13吉Jii4222.5785.798

14西 條3122.2780.6 .100

15可 音β622.0909.2112

]6加 計321.8949.7726

17大 朝421,4942.8152

18甲llI1321.6689.190

20」 二rド1821.5746.7101

22三 三 次4621.8543.61([9

23吉 田822.7821.1102

24V由 木1920.6775.5108

25庄 原1623。2846・0102

〔島 根 〕

1津1… 口里予322.4981.5134

2六 日 市 ユ21.21044.8141

3吉 田1522.3746.698

4疋 見421.4936.9137

5濱 田1622.1810.0108

7波 佐520.9968.2168

8市 山623.0769.6121

9JII本722.6767.9115

10出 剃821D914.8138

11大 森1822.0813.9125

12大 田1922.4723.2109

13鷺 冶2822・6792・8114

●15松 重」2623
.0720.7110

16秋 鹿3522.8779.7125

18志 學920.8823.7137

19赤 名1020.1835.3147

20掛 合1121.8792.6138

21大 東1422.9742.3122

221SCI井1221.0816.0143

23三 成1321.6760.4130

25虐 読 瀬2722。6907.4138

27八 田4121.5745.1136

〔鳥 取 〕

1境3322.4748.5131

2米 『F1'22.8790.2116

5大 山10佐 摩21.5950.9168

6法 勝 寺222.6785.6112

8三 朝1522.5577.1111

10矢 逞1621,2813.5137

11穴 咀島1721.9605.4102



】2膏 谷 」822.4701,212f》

13、 鳥 取2123。5664.5120

14緯 三ylii-・ig22.G7254120

15賀 黛馨2023.0596.1111

16本 庄2522.1711.9138

17大 茅2722.3742.2148

18柴rl頭2421.8759.4131

20若 櫻2822.3829.1127

21國 英2222.6656.8120

22葦 多 ∫腫720.5798.9144

23根 雨"t22.4705.1114

〔岡 山 〕

2東 墾予崎4624.0522.160

3岡 山3123.4580.469

4古 町722・4803.6107

5原 古 オ3023.3653、076

7高 梁3523.3761.787

8久 世242238279104

9勝 山2322.9844.3101

10上 表 日2020.6831.7168

11新 見332L6857.3110

〔京 都 〕

1木 津123.6705.287

2田 邊323.9772.890

4伏 見624.0817.093

6酉 是 酉胡823.3789.298

8京 都1223.4824.096

10亀 岡1923.2826.4102

11園 部2222.6810.3108

12周 山2321.6822.7121

14綾 部4123.2717.6.104

15幅 知 山4023.3787.4110

16上 夜 久 野3922.2692.0115

17河 守4222.7760.3118

18舞 鶴3123.3720.2117

20里 予 問3721.6870.3199

21宮 津4722,5714」129

22久 美 濱3523.2682.6143

23峰 山4622.7687.5144

〔大 阪 〕

1深 日224.0787.389
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2上 ノ郷323.4694.383

3岸 和 田423.5798.682

6堺{123.9671.279

8大 阪123.9723。282

10新 庄723,7697.780

12妙 見 山1818.9873.3141

13東 多郎922.1849.4109

14天 王1020.0923.9140

15茨 木1124.0790.788

16清 水1223.1826.296

17牧 方1324.1726.281

18田 原1422.9740.791

19八 尾1524.3642.976

21富 田 林1623.7675.782

22畏 里予1722.9732.193'

〔和 歌 山 〕

1和 歌 山623.7708.084

5田 殿923.5755.090

6八 幡821.61106.9138

7日 ノ 御 崎 一2Z.4--

8御 坊1524.1819.995

9上 川 路1322.31623.4185

10岩 出423.5675780

15鷹 其123.1761.393

18高 野 山718.51115.2198

19田 邊2723.6854.396

21潮 山甲2323.11125.1132

23新 宮3323。61828二820]

24七 川3823.11732.9193

25上 太 田1922.41661.4201

〔奈 良 〕

1王 寺2723.5711.989

3御 所1823.6772.392

4五 條1623.4752.2●90

6八 木1923.5708.685

8上 市1423.2867.0101

9迫1222.01056.0134

10寺 同Jll519.01124.0180

11鷲 家 口1322.3979.4126

12和 田1723.0773.095

13南 日 裏420.01125.5163

14前 蒐719.22169.3299
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15河 合832・21719・5191

16大 台 ケ 原914.43003.5729

17寺 垣 内621.71706.9202

184、 森222.01253,3151

19ヨ 三置 山117.71463.8236

20内 ノ牧2921.6867.4119

21イ 奏 原2821.7893.3118

22松 山2221.5707.599

24管 里予3120.71098 .2150

25三 本 松32.21.9823 .7109

26尾 山3422.0787.5104

27柳 生3521.5862.4118

28南 ノ 庄3320.4822.4118

29丹 波 市2223.6707 .5、87

30高 山2522.7779.297

31郡 ・山2423.8706.586

32奈 良2323.3699.286

〔三 重)

1桑 名823.9917.9105

3蒸 塁予1C)・22.61169。4136

4津1422.9929 .4109

6相 可1623.91224.1132

7天 ケ 瀬1923.01601.7176

9朝 熊 岳1821.61434.6206

10鳥 羽124.01288.0151

11濱 島2、24.01215 .2134

12吉 津323.71472 .2156

13長'島424.11513.9159

14角 匡 鷲622.91431.0263

15木 ノ 本524.()1471.4157

16弟 島 殿724.01491.9172

17楚 原923.61142.9130

18亀 山3223.41133.0124

19柘 植1322.2908.9113

20上 野3118.6761.295

21名 張1223.0769.495

22奥 津2022.41213.8144

〔滋 賀 〕

1大 津122。6929.1113

3彦 根1522.4734.0117

4今 津2522.3782.8135

5市 場2621.5857.8166

7多 羅 尾6'20.0872.8135

8土Pt,i82L51(,25,8137

9ガ く 口722.482{}.3105

10山 上1222.1834.2119

11ノ トこノ 本2122.0795」151

12中 河 内2220.01010.8282

'14伊 吹 山3214
.3/021.04(,9

15春 照3321.992(》.8144

・ 〔脳 井 〕

1高 濱123.071)3 .3125

2小 濱223.1736.2140

3中 名 田321.8856.7176

4熊 」ー1622。9821.2153

5三 方4十 村23.27092147

6敦 賀523.0721.1159

7四 ケ浦1624.4652.3123

8西 田 中1522.6735.4176

9下 一 光]920.6953。9224

1{)福 井2022.8749.!168

12竹 田2221.7830.4ユ89

16上 池 田 旦721.3897.9212'

17武!生 ・1323.6713.1148

18大 河 内1820.51〔,84.3252

19縢lll2121.9953 .6200

20大 墾}1022.2848.`)17】

22人 谷2319.81319.727`)

23石 徹 白2419.11261 .0279

〔兵 庫 〕

1'市 孝寸223.3759 .887
'

3志 筑423.2698 .181

5碧 尾624.(S627。669

6赤 穗2223 .6579.167

7綱 干2623.5650375

10高 秒4423,8573.070

13tli申 戸723。7748.284

15西 宮1823.9706.378

16佐 用2022.5729.591

17列 亜 路3123.3668.979

19pt;崎2422.7821.297

21田 原3023.3830,996

22北 條4023.6726.788

23三 三 木4223.3601.572



24社3823.0662。783

25「 勲3622.5809.5104

26高 平4521・6719・098

27有 馬4821.5911.7124

28三 田4622.4711.093

30賓 楽FtT3522.8804.4108

31福 住3421.9793.8111

32柏1東3322.6805.9108

33{左 治3222.7876.7115

34生 里予5221.3906.3136

35和 田II.15323.0731.611{}

36/k鹿5522.9750.0124

38豊1岡6222.6684。8144

4り1寸 岡6121.f}739.4172

41濱 坂"{)22.3732,3158

〔ン1「iJll〕

1大 聖 惑」122.4671.8149

2纏;谷22L8989.2221

3
.安 宅1522・5650・3133

4ノ 」、 松1422.5741.(,159

5長!J、 屋521.9959.4215

`1大 杉421.3985.0225

71一 順を920.01170.929f)

8女 原1020.91207.7292,

9金 澤1721.9789.5178

1111i塗2422.2721.2145

12門 前3121.6733.o143

14車 禽 、島3421.1736.3160

16`昇 出f-}t3521.2626.5127

18飯 田3320.9714.1160

20ニ ノ 宮2521.2807.3163

21松 任1622.1763.7161

23湯 マ1嚢2020.5986.2235

26中 宮820.41090.0272

〔富 山 〕

2魚 、tttr2521.0763.4178

3妥 骨JII2422.0716.2154

6堀 月11722.3759.6158

9/k尾1822.21323.3161

10細 入2022.01088。7171

11tkン 仁521.8716.8164

13輻5!i・922.6752.7162
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16井 波1322.0808.0142

17利 賀1519.81056.2349

19林822.9703.6152

21太 美 山1119・81043.2313

〔長 野 〕

1北 牧418,4639.5109

3春 日3518.9658.3110

4岩 村 田619.4588,490

5侵 窪 古 ・1020.0596.590

6易Tj所1120.()627.695

7上 田1321.7520.972

9尾 代 】621・5525.576

]1篠 ノ 井1921・6518.772

12榮2021.2603.191

13鬼 無 里2119.3739.8142

14柏 原2318.7557.9136

15長 里IF121.2555.284

18向 ゼlll3021.3565,1125

20須 坂2521.5549980

21r・t:聖1・2621.4534.185

22準 穏2720.8561.299

23豊 多郎2820.1679.8168

25大 浮712()・C・1300・9199

26… ヨ三7奮6518.11230.4234

27繭 島7219.51041.8168

28開 田7516.81051・2233

33松 本5020.2.562.593

35安 曇38ユ8.8822.7165

36豊 島3920.6592.996

38大 町4020.7715。0129

39北 城421889318222

42清 内 路6218.91215.1202

44飯 田5821.397】 、2137

45大 鹿8519.9919.8143

48赤 穗8620.2884.3142

49伊 那 里63'19.1769.4129

504:ftmS7020.6812.2121

51朝 日6420.07639113

52富 士 見4817.8792.4152

54上 諏 訪4620.4778.9120

55可 ヒ1上i4517.8756.5143

56JIS岸4919,9720.5123
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〔岐 阜 〕

1高 須223.51326.3129

4養 老322.41314.9156

5大 垣422.41078.9124

7關 ヶ 原522.61189.9162

8揖 斐723.31376.2162

10東 横 山821.91679.7240

11川 上920.31302.2268

12北 方1123.51067.6126

14市 場1221.31951.1262

15岐 阜123.1974.3119

16金 華 山1421.9956.4121

17高 富4523.51171.4-・

18葛 原1522.61719.6213

19美 濃1623.61193.0112

20金 山1822.21406.0181

21板 取1920.91811.1249

22八 幡2022.41463.2187

23氣 良2120.81514.4215

24白 鳥2220.71440.7218

25高 鷲2319.91・146,2265

26禾 口 良3921.71690.2-

27太 田2423.4967.3116

29下 麻 生2523.01006.7113

30示 申 土2621.3128&6ユ71

31土 岐 津2823.1943.5112

32付 知2921.31352.8179

33岩 村3020.41128.1159

34中 津3122.31131.5135

35上 村3221.01070.6141

37下 呂3521.71364.1174

38萩 原3621.81473.9189

39小 坂4720,71236.4179

40高 根4817.81037.1213

42高 山5020.2903,2162

44六 鷹5216.61214.3307

459,'llJll5318,31308.3262

46白JII5420.191&0199

47古,旺5520.6・793.5148

48舟 皆 津5721・.5872.2156

49鹿 間5821.0838.6159

50平 湯6115.61286.9387

51在 家5919.(}959.6185

〔愛 知 〕

1堀 切123.0887.0108

2野 田2722.9817.996

3田 原222.5859.198

6豊 濱423.1755.494

7國 府3023.11091.5121

9半 田2823.6814.498

10常 滑2923.4832.899

11大 野623.7814.197

12鍋 田723.6870.1104

13津 島1223.0951.4114

15豊 橋323.5848.6104

16西 尾823.7812.197

17形 原524.0849.397

18豊 富3122.5955.4122

19安 城3223.4756.793

20豊 明1023.4732.992

21名 古 屋1123.3797.8102

24大 沼2221.11104.0147

25足 助2421,9874.9110

26怒 田 澤3619,41152.7175

27畢 母1323.2774.193

28小 原1521.3905.9122

29瀬 戸1423.5779.195

31坂 下1622.9733.9105

32稻 澤3323.0859.7106

34犬 山1723.1887.7107

35富 岡1822,91175.4130

36新 域1922ー81230.4134

37i葛 里2020.11334.0185

38三 輪2122.21263.7147

39下 田2322.31418.0165

40田 口3520.51399.7185

41豊 ホ艮2520.01487.3210

〔艀 岡 〕

王 金 指1(,23.4to96.8120

2濱 松822.81075,9123

3鎭 ヨ旺122.11362,0155

5袋 井623.3964.9108

6二 俣1123.01079.7118

7山 香221,21167.9153



8三 倉522.31455.0163

9氣 多422.91637.8177

11河 城722.01316.4150

12御 前 崎1223.21174.4135

13西 益 津24藤 津23.41139.1123

14島 田2523。11451.7150

15瀬 戸 谷2622.61307.7144

18大 川2723.51521.7182

21大 河 内1519.91490.6175

22興 津1722.91262.3141

24沼 津2123.31026.4120

25大 宮2022.01142.0148

26白 糸1920.01407.7186

28伊 東4122.71263.8152

29熱 海3222.21089.1125

30r狩 野3522.31059.3129

31宇 久 須3722.6]034.7118

32上 河 津3622。61440.3170

〔山 梨 〕

1菅 原32(♪.5724.7102

2若 坤申モF420.7681.596

3潮 巨 崎522.5704.487

4龍 王722。5685.285

5宮 メ斜618.9784.7119

6甲 府922.8720.486

/三 富1620.4793.8100

8日 下 部1122.8724.385

9日 影1420.1783.6111

1(,石 和1623.1667.878

11上 九 一 色2318.11232.2208

12市 川1723.4725.884

13鰍 澤1823.2805.7100

14西 山2119.01085.7180

15睦 合2022。91361.7159

16中 野2217.01224.6262

17幅 地2418.91009.4166

18谷 村2520.91053.2133

20上 野 原2721.8936.1112

21丹 波 山2820・3994.6132

22落 合32】6.2936.8195

〔紳 奈 川 〕

1眞 鶴222.81む11.7118
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3湯 本721.71331.9192

4箱 根418.31521.7283

5松 田1222.3998.5130

6二 ノ 宮1622.0846.5114

9秦 野1521.9951.6121

10大 山1718.71401.5201

11茅 ヶ 崎2822.11006.0131

12藤 澤2922.5842.2110

13上 溝2622.1981.2129

14鎌 倉3422.576&997

18三 三 崎3722.7781.597

23Jll崎4222.5771.9109

24溝 ロ4122.7808.2110

26厚 木2722.2941.2119

27鳥 屋2220.81277.1164

28青 山2321.61116.8117

29中 野2421.61'095.2137

〔東 京 〕

1東 京122.3791.5106

3八 丈 島1323.31286.0184

4父 島1426.1753.575

〔千 葉 〕

1銚 子121.5701.9107

3八 日 市 揚322.7728.4102

4'㌻ 貝422.3677.9102

5東 金522.6693.3103

6一 ノ 宮722。8792.0118

7茂 原622.6736.3114

9勝 浦4323.2878.6128

10大 多 喜2(】22.8932.8140

11清 澄4120、3988.4167

12鴨 川3723.1819.9115

13和 田4023.0742.2101

16館 山4523.0847.4117

18平 群1722.9851.7121

20吉 尾3923.8832.7112

21湊922!7868.8122

22木 更 津1123.1719.292

25三 島1822.1977.7145

26久 留 里1923.0867.6126

27姉 ケ 崎1222.5685.595

29鶴 舞2122.1835.5127
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30千 葉1422.6639..286

32浦 安1623.0713.296

33松 戸2522.8687.393

36野 田2622.7699.591

38佐 倉33225750.999

39三 里 ケ 塚2321.7596.889

40八.街2222.2671.8106

41Ffil蕉k2422.6660.686

43佐 原2922.4669.292

44小 御 門2822,0704.998

〔埼 玉 〕

1吉 川i222.9726.192

3浦 和122.4763.197

5岩 槻323.0725.287

6菖 蒲523.2741.486

8栗 橋722.5749.091

10所 澤2621.7857.11工4

11飯 能822.5973.5108

12名 ・栗2020.9U45.8138

13川 越1022.9770.391

14梅 園1222.1992.9112

15松 山132Z8751.187

164、Jil1422.7765.196

17浦 山3020.4994.8129

18ノ ゴ、鹿 里予2422.2815.◎91

19秋 父2321.8870.9102

20野 上2522.6762.088

21三 峰2117。11004.7174

'22中 津 川2219
.8805.6109

23大 瀧3120.3901.6118

24若 泉1722.5850.989

25本 庄]923.0742,779

26熊 谷1622.6697.782

27弱 生1823.3t738.782

〔群 馬 〕

1館 林2622.4699.780

2桐 生2522.2825.487

3太 田2322.8736.882

4{p勢 崎2222.6695.474

5鼻 毛 石2121.2882.297

61乞 車盆2421.0951.1108

7藤 岡2022.37(i7.478

9萬 場1921.7925.2102

1()新 剃1821.1786.795

11富 岡1722.2818,785

12下 仁 田1621.6902.895

14飯 塚1322.1833,687

15前 橋1121.9712.086

16澁Jll1021.3937.OlO3

18三 之 倉1220.21222護)137

19五 料1421.012532126

20安 中1521,7900.297

21東 小 川418.2696.7135

24湯 原120.8844.5153

26伊 勢 町9中 ノ 條20.4870.0110

27大 津619.0782.3115

28大 前5j7.9805.3140

29草 二 津716.01052.9241

30四 萬818.51136.4160

〔栃 木 〕

1眞1岡521.9732.692

5宇 都 宮1421.7937.7112

6鹿 沼1722.61035.6112

7足 尾1018,81219.8177

8日 光1118.91164。5162

9中 宮 頭司1313.810841298

12大 田 原2021.41030.2162

〔茨 城 〕

1大 津4820.4751.7100

5日 立4S】8。2910.0151

7湊3520.3667.499

8水 戸3421.4782.8106

10大 宮3921.5787.4102

11小 濱3121.4806.1100

13太 田4421.7758.897

14瑞 噺騒4221.1761.2102

15大 子3721.5885.3114

17鉾 田2721.9685.197

18中i妻3321.7776,8102

20石 塚3221.5821.0106

21笠 間3021.8821.1106

22眞 鍋1922.0700.091

23石 岡2221.9768.199

24柿 岡2322.0835.0109
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25江 戸 崎2022,5710.493

26龍 ケ崎1523.1720.491

28筑 波 山1817.6762.2127

31守 谷822.3694.392

32一 ド …妻6'22.5780.797

34翼 壁1722.5760.994・

35岩 ・ 井422.4972.1109

37水 海 道722.4703.891

38結 城522.j777.095

〔福島 〕

1小 名 濱1tg.8681.{,109

2平521.3695.5101

3富 岡620、4765.8108'

5中 村1220.7673.293

6小 野 新3919.5751.8117

7三 春2020.2673.7102

8石 川1920.4803。0117

9須 賀 川1821.0728.197

10棚 食5020.7856.7116

11白 汐∫4619.8933.(,129

12二 本 松2321.2716.999

13高 川24王4.4809.9171

14郡 山2221.0680.094

15福 良2519.0639.7137

16梁 川1621.7578.381

17川 俣1720.9612.691

18桑 折1522.2632.290

191福島1421.6635。590

20田 島2618.9642.9121

21若 松3021.3557。7105

22猪 苗 代3719.3628.7152

23二 喜 多 方3521.4617.4121

24高 田3120.7559.2127

25西 方3320.5571.5131

26塁 予 澤4220.5637.692

27坂 一ドil420.7559.9122

L新 潟 〕

2能 生521.9955・2225

3高 田121.9777.3233

4柏 崎2422.2760.1193

5一 占…7白2522.3665.8145

7巻2621.9698。7160

8新7鳥1621.9675.5130

9村 上3021.7828.0179

10闘Jll219.3645.3172

11新 井322.1653.3183

12畏 岡3921.8755.5216

14森 町3521.4791.6220

16新 飯 田2721.8732・0161

17新 .津33222701,5163

18五 泉28.22.0742.3173

21新 壷 田3221.8828・0192

23堀 内4921.6665.3227

24十 日 町4321.1809・3224

25六 日 町4221・48炉 ・9215

26淺 貝4516・9937.7266

27津 川3621.0791.6228

28安 塚621.9888.9258

31相 川1721.2606.9118

32中 興2220,9642・9150

33繭 津1921.1690.2152・

34Ml茂18、218633.3126

〔山 形 〕

3酒 田2321.5805.9156

4吹 浦2722.3776.4 .139'

5飛 島2821.1534.395

6狩Jll]720.8798。8189

7藤 島1920.8794.9188

9鶴 岡2021.3669.9169

10小 國 本220.6777.0228

11長 井320.8692.1158

14高 畠521.2573・1123

15米 澤120.75865146

18山 形820.8570.6110

20貫 見1020・4675.4175

21寒 河 江1121.0572・4114

23楯 岡12,'ll.2553.6131

24昆 オ芭澤1320.8615.3184

25新 庄14,20.9784・7193

〔宮 城 〕

2亙 理620.2650.794

3大 河 原720・8630・390

4青 根818,0981.2191

7小 牛 田2820.3584.987
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8登 米1620.3566.394

9松 島1019.3571.991

11作 並919・7621・2103

14石 巻219.755&494

15湯 原518.0566.8162

11白 石420.8733.6106

A.(補)

〔鹿児島 〕

x内 ノ浦1649 .0

19牧 ノ 原21・4

3屋 久 島1735.0171

15吉 松1531.2159

〔宮 崎 ・〕

1繭 島1369,797

3北 河 内1908.2183

4田 野1849・6186

8西 岳1684.1173

9高1東1722.6

10小 林1503.5

11多 頁 フド1659.9174

12カ ロ久 藤1439・5141

13尾 八 重1858・7171

14村 斯1812.2176

15寒Jfl1990.7211

18中 之 叉2144・2

20田 代1669・8160

21山 陰1574.7154

22下 繭 良1488・1165

23尾 前1666.3200

24家 代1654.0164

25七 ツ 山1S37.0170

279司 ヒ フ『1605.0146

28宮 水1351.0137

29三 ケ 所1258.4142

31仲 組1476・1149

32睨 子 川2102.8225

33川 内 名1697、2162

35川 南1448.4146

36本 城1335.7144

37南 郷1662.0165

39野 尻1566・3158

19u,島 子'1719.7851.5185

20鬼 首1819.2927。5202

21松 倉2120.0757.0116

22花 山3320・5796・7126

23砦 柳1920.5622,198

〔熊 本 〕

】54ヒlj、 國20.9

1小 國13134.7ユ65

2黒Jll1371、8155

4高 森1289.9156

5内 ノ 牧1515.7168

6永 ホ 」866.9173

7永 山1741.2185

】7馬 見 原1289.815千}

19横 里予1136.Ol33

26米 内 藏1118.0-・

44阿 蘇 山1823.1285

〔佐 賀 〕

4三 三 灘1309.3

(}【占 湯13351}

し煽 岡 〕

1γ 矢 部167{,,2

32寳 満 山1001・ γ

44英 彦 山 項145b.4

L大 分 〕

1中 津 江1494。8200

4野 上1111。114`,

5阿 蘇 野1251。9158

6畏 ・陽]258.4144

7久 住987・0

9宮 砥1057.5

22由 布 院1157.6135

35津 房994・0

38飯 田1294.4

1=高 知 〕

40魚 梁 瀬2408.1254

〔愛 媛 〕

4宇 和23.0

13東 平19.4
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〔艀 岡〕

9三 ケ 日1179,3]28

〔新 潟 〕

37新 谷841。6248

38鍵 取788.9263

ee熊 本骨林局 「降水量より見たる九州地方の氣候に就て」(昭 和18年)よ り抄記

B.

霧 島2〔,.42078.7228

漕ヨ 原2221805.4192

タR寺 舌・20.21865.9225

白 糸20.81312.9154

ノ」、石1京20.]1706.4225

ノ」、 國20.51449.5183

森 「町20.81200.7151

癖 原20.41709.5206

本 山20.11896.2220

h日i蚤 ∫21.2877.6121

横 田20.31013.8176

新 見、21.2925.5127

智 頭21.1903.4159

篠t"21.21013.4138

周 山20.2963.3150

松t[120.710585140

入こ箕。lJI]9.81042.5223

桑艮1毛.21.11891.1266

向 鳥20.31732.5267

木 飛且16.41108.6267

井Jー118,41908.8295

富 士 見17.4928.7191

三三 峰16.51214.2226

女ゆ ・義20.01316.7150

伊 香 保18.51383.6190

日 光14.21326.2369

勝tU21。51077.3219

船 崎21.61080,9196

臼 田18.7659.3111

十 日 町20.87963229

自 導可19.1918,6136

田 島186780.6163

里f澤tg.6745.7193

沼 尻17.0759。1192

豊 田20.0643.2158

膜畠 二子・19.01`}22.7220

そして上表 の数値より 等高線圖を製作した のであるが、〔附圖第6,7,8圖 〕 之等、

等高線 の数値階 を如何 にとるか と云ふ(二とは 、求 める制限値の精度 と、 資料 の数値

の変化範囲 に因る 作圖上の技術的制限か ら考量 して定めるべ きであるが、 大髄温度

1℃、雨量2(,mm、 ラングの雨量係数20毎 に等高線を設定 した。そ して等高線 と分

布 との連關を考察す るのに私は次の様な圖式的方法を試みたのである。

即 ち、各傾向計算の場所的制限をとり、 先づ北限 と南限の間で考究 し、夫 よ り算

出 した 條件限界数値 の適合地域 を、更に 其の場所的制限外の地域に探す と云ふ順序

をとり、一・4t旦條件計算上の範囲 を分布現出の北限北緯37.35'、 南限同32"05'雨 線の

間に定 めた。

而 して其の間の 各等高線間面積 をプラニメーター 廻韓数で求め、北限南限範囲 内

全面積廻韓歎に野する各1の 百分牽を算出 して、之等をA%と する。又各等高線間

にある分布の現出数 を全現出歎162の百分率 で表 し、之をN%と する。
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このN/A、 即 ち分布現出数 と面積の割合を「現出密度」と假樗 し、dと 置けば、

今、グ ラフを描 くに横座標を現出密度d、縦座標を面積 、4%

の比率 で各等高線階をと り、総て の総和は面積100%の 上

に在 る様 にする ときには、…階の長 さと、分布密度の長 さ

の表す圖上の面積 は、その階の上に圏する分布数の割合 を

示 し、更に分布現出数1ケ 所當9圖 上単位 面積 を定めると、

同圖上に分布の實数 を知 ることが出來る。

例 へ ば隣 接 した 二 等 高 線 期,晦 間 の面 績 が 刃%と し、そ の分 布 密 度 を が とす る と、両 等 高線 間 に あ る

分 布 現 出 の割 合 は 、右 上 圖 に於 て 、斜線 の 面積 で表 され る。

ノ〉
∴A×d="AjxA==N

而 して 、各 等 高 線 間 面 積 の和 をXA(麟100%)、 分 布 密 度 との積 の和 をXAdと す れ ば 、

XAd--xtゾ(…100%)

こ の圓 上 の全 面 積(ΣAd)を 分 布 現 出縛 数162で 割 っ た 圏 上 の単位 面 積 は 、各 々1箇 所 の 現 出e一表 し、之 を

比 較 して 圖 上 面 積 よ り分 布 現 出賓 敷 を知 るこ とが 出 來 るo

亦 、 この面積 の総 和XAd(==2'N)は 、各因 子 を通 じてr・・一一定 で あ るべ きで 、三氣 候

因子 を同一d,A軸 上に表 す ときは 、 各因子 に対する 分 布傾 向 、 各 因子の 分布 に勤

す る影響 又 は影響 して ゐる作 用 を窺 知 す るこ とが出來 る。 〔附圖第9圖 〕

以 下 、各 因子 毎 に説 明す れば 、次 の様で ある。

(1)五 ケ 月4三均氣 温 〔附 圖第6,9圖 〕

氣 温 の海抜 高 に よる逓 減牽 は一般(le)駒20ひにMm當 り0.57又 はO.56と され て は ゐ

るが 、時期 に よ り異 り冬0.35に 過 ぎぬ こと もあり、初夏 にはO.65に 及 び 、 又地 形

に も影 響 され 、孤 峰 で太 凡0.6、 籔地 は一 般 に0.5以 下 で寧 ろ0.4内 外 が多 く漢 谷

は更 に之 より低 く、 大差 あつて一 定 では無 い。 本等 高線 圖で は 、その 中庸 及び 計

算 の便宜 上0.5を 探 り、海扱 高200mの変化 毎 に]℃ を増減 し、 二 百萬 分 の…叉

は百萬 分 の一地 圖の 同 高線 を以 て 観測 所 よ り遠 い所 の 曲線 設定 にあて 、 尚両 観測

値 よりの換 算値 が著 しく異 る と きは その奉 均 値 を とつ た。

前述 方法 に より、分 布 の状態 を算 出す る と、次表 〔第8表 〕の如 くになる。



〔第8表 〕 五ケ月平均氣温 とカウヤマキ天然生林 の現出

即 ち、現出数の計 を見る と、氣温の降下に件ひ、山型の曲線状に変化 して ゐる様 に

も見えるが、之を面積 と連關せ しめた分布密度にみると第9圖 の様 に、22℃ の點 で

急激 に密度が増加 し、夫以上では殆 ど変化 せず毫地型 とな9、22℃ 以上は面積に し

て50%を 占めるに拘 らず、現出数は僅かに5%(8箇 所)に 過 ぎない 。'16～17℃ 間に

突出部があるが、 之は面積 が極 めて小さいので、現出1箇 所の所圃の蹄趨に起因す

ることは・凡例の1ヶ 所當 面積 と比較 して 想像 される所である。 而 して五 ケ月卒均

氣温 に就ては、著 しく肇地状の変化 傾向を看取するこ とが出來 る。

(2)五 ケ月雨量 〔附圖第7,9圖 〕

雨量は地形 に因る変化 の正確 な 想定が困難であるので 、 等高線の設定には測定

値 を距離 との 比例に より按配 した ものである。その分布 との關係は 次頁第9表 の

如 くである。即 ち現出の状況は地方毎 に著 しv傾 向があb、 雨量に対する 順化性

が察知出來 るが、 全艦的統計か らみて も不規則乍 ら略山型 に推移 してゐる事を示

す。又第16圖 グラフに於て、現出密度が面積の略90%を 占める地域(140cm以

下)迄 は、曲線的 上昇を示 し、後のIO%(140cm以 上)は 極 めて不規則 な変化 を し



〔第9表 〕 五 ケ月雨量 とカウヤマキ天然生林の現出

てゐるが、 全髄 として分布が割合に小 さな 面積にま とまつてゐる事は、 雨量の作

用が大 きいことを表 して ゐるもの と云へ よう,,

(3)ラ ングの雨量係歎〔附圖第8,9圖 〕

雨量 ど氣温、 雨観測所が一一致 して ゐるときは 問題無いが、資料中観測所名が異

〔第 玉0表 〕 ラングの 雨量係 歎 とカ ウヤマ キ天然生 林 の現 出
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つてゐて も、 同町又は同村内に在る ときは之を一組 として係歎 を算出 し、 重要 な地

域で観測所の少い場所では、 雨量観測のみの観測所に 附近 の氣温観測所の修正観測

値(前 丑 ケ月氣温の項参照)を 代用 して計算 した。その分布 との關係は前頁第10表 の

如 くである。

即 ち各地方毎に見て も、 中國 を除 き他は緬て、全 く相似の山型の 曲線的憂化をな

す傾向を有 してゐるが、計及びNよ り見て も法正 な同様 の 昇降を示 してゐる。 之

を第16圖 グラブの現出密度より 前二者 と比較する と、極 めて法正 な山型 を描いてゐ

る と云はねばならぬ。而 も分布の多 くが、 前二者 より邊かに小面積 に集中 し、'三因

子の中で最作用が大 きく、亦普遍的なもの と思考 ざせられる。

§.2.條 件限界数値(極 限因子)の$j定

前述各因子に於て、圖式に より條件限界数値(極 限因子)を 判定するのであるが 、其

の前に、先づ緒論に於ける因子の意味か ら、この圖表 〔第9圖 グ ラブ〕に現れた傾向

を吟味 してみ ようと思ふ。

五 ケ月平均氣温に於ては、 現 出密度が或氣温を境 と し極めて歴然 と別れ、 その上

下共に増減が少い。即 ち、純粋な極限因子の型 とも云ふべ きである。而 して その極限

値以上の50%の 面積 を占める間、現 出の変化 の少v・ことは、 同範囲 内に於 ける順化

力の大 きいこと、 逆に云へば同温度以下に於ては 温度 に変化 され難いことを意味す

る。

次に雨量にあつては、その変化 の推移が 初め緩 な頻度曲線型 をな して上昇 し、雨

量が大 きくなる と不規則な形になるが、特 に本樹種が極 めて多量の雨量を要求 し、そ

の分 布の集中 して ゐる面積Aの 小さいことは、亦之 を承認する ものである。

ラングの雨量係数に特にその傾向が著 しいのは 雨量の場合の如 き外 に、横観 して

他種 との生存競争 に於 ける 優勢的條件 の増加 といふ意味が考へ られ、 殊 にその分布

量を も加味 した現出密度のInax.の 高さが、 他の因子 のmax.よ9高 いことは、直

接生理的以外 に、斯様 なことを想像 させるので ある。

今、この圖表 より最有効 な條件的歎値、即 ち最面積 を小 さく制限 し、而 も最多 くの
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分布を含む値を定 めることは、 純歎理的には極 めて簡単 であるが、植物 の分布 とい

ふことを考慮に入れると、 限界外 に外れる例外 の余 りに多 く生ずることは、 その定

めた歎値を無効 にする。勿論 、・五 ケ月平均氣温の如 く、 判然 と限界が現 れるときは

問題無いが、 曲線殊 に…標 な変化 の 曲線を示す場合は判定困難で ある。それでは幾

何迄の例外 を認 めるか と云ふ ことは、 畢竜個人的主翻に依らざるを得ず 、 常識的、

猫噺的 なもの となるが 、私は略1割(約!5箇 所 似 内 とし、その箇所は局所氣候 叉は

其の他の特殊事情の考察に より、この結果 と照合解決すべ きであると思ふ。

併 し乍 ら、 この一割 も後 に述べる 種 々因子の組合せによる 制限の範囲 外に出るべ

きでないのであつて、.此の個 々の因手に就て、 本傾向圖〔第9圖 〕の上か ら夫を考慮

しつ 判ゝ定すること ゝする。

(1距 五 ケ月平均氣温

圖上では明かに22℃ の線で問題無 く、他 の位置で之を定めることは出來ない。

而 してこの線以上の面積は約50%、 分布は95%が 含まれ、以 ドは約5%に 過 ぎな

い。上部限界は剣然 としない。

(2)五 ケ 月 雨 量

圖上では結局、100cm叉 は120cmを 探 るかであるが、両者 間に於て、面積の

差は10%で あるのに比穀 して・現出の差は13%、 而 も100cmに とれば、域外に

醐 る分布6・2%(10ケ 所)、12《)cmで は19・2%(31ケ 所)と なるので・100cmを 適

當 として定める ものである。之 も ヒ部限界は不明である。

(3),ラ ングの雨量係数

圖上に於 ては、 下限140か160を 定めるべ きであるが、140を とる と域外現 出

4.4%(7ケ 所)、16◎ では16.1%(26ケ 所)を 示 し、他 と比較 し何れ も不適當である。

この中間150を とれば6,2%'(11ケ 所)と な り之 を探用す る。上限は定めて も極め

て面積が小さいので無視 する。

〔註 〕 樹Lap9氏(23)"zzは 撒 洲 に於 て160を 以 で る ポ ドゾ ー ル地 方 の 限 界 と してゐ る。

依つて此慮に、カウヤマキ天然生林現出の 條件限界数値 として、 五ケ月平均氣温

22℃,五 ケ月雨量100cm,ラVグ の雨量係数150を 定めた。両 、之には何れ も垂直的
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にみて下限で上限が無い。即ち この計算の地域内には ヒ限を求 めるべ き値 を示す場

所が無 い爲であつて、この三個の一方的限界が 組合つて地域的全限界 を 決定 してゐ

る ものとも思はれる。

亦圖上に於 て、之等制限値を示す位置の高 さが、 ラングの雨量係数、五ケ月雨量 、

五ケ月平均氣温の順になるが、 この位置が高い程 面積的制限の分が大 きいこと巷示

してゐるものである。

尚、 氣温が著 しい段階點 を現すにも拘 らず、 第6表 相似蓑 には現れて來ないこと

は 、本裏〔第6表 〕の傾向は畢覧山型の曲線 の如 き鍵化するものは裏 し易 いが、 台地

型、 又はテ"ブ ノレ型の変化 の爽見は困難で、 寧 ろ地點 毎の統計 より最小値を定あた

方が適當である と云ふ ことになり、 この標な単純 且簡単 な方法 も無視 出來 ないこと

を知 らされる。

こ ゝに本研究の方法の特質 と反省が在る と私考する。

亦、第6表 によつて三氣候的因乎の各傾向を比較 すれぱ 、 五 ケ月季均氣温、 ラン

グの雨量係数の 二者は夫 々単一・の山型を 描いてゐるのに反 して、五 ケ月量は二つの

山を有 して ゐることを知る。この様 な形状 を呈する所以は、或は前述の如 き順化 、適

慮の問題で な くで、本種に於て 品種的に二つの系統 を包含 してゐる爲に、該変化 曲

線は、各一つ の頂を有する 二つの曲線の重複 に因るもの では ないか との暗示を受 け

るが 、是は針葉 の解剖學的統計其の他、 今後別途の研 究惣二より、 其の當否は明かに

されることであらう。

V各 因子の條件限界及び蔓の組合はせより見たカウヤマキの

天然生林分布と天然生林現出可能地域 〔結 論〕

前章迄 の観念及び方法に糠 り、 カウヤマキ天然生林の 現 出傾向を 環境因子中の氣

候的因子、而 して氣象因子を撰び、その條件的制限 々界を 各 ヒの因乎 に就て求めた

のであるが、純粋極限因子 的観念乃議適癒作用の範囲 を包含 した極限 因子 の観念、何

れからして も少 くとも 天然生林の出現は 之等條件 内に在ることを要 し、その組舎は

せに依つて、現出密度の敬値を更に増加する乙とが豫想せられるのである。
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併 し乍 ら、 組合はせる ことに依 り、 各因子 間に條件限界域外分布地が、 共通 なも

の と然 らざる もの とを生 じ、組 合はせの條件域外 に外れる 現出数は當然 亦増加する

ものである。故にその組合はせ1結果の比較に於て、 域外現出密度のみを標準 とする

ことは、 各因子極限値決定の際 と同様安當 を敏 ぎ、 域外 に外れる現出数 を も考慮に

入れる必要を生ずる。

その表現の一法 として、私は域 内分布密度 と域外分布密度の 比を用ひてみたので

ある。即 ち、極限因子的條件値 及びその組合はせの効果は、その域内に於ける 面積 と

分布現出数 との比、現出密度に比例 し、域外に外れる ものの現出密度に反比例するも

のである と云ふ事 も出來るのである。

今、その効果を表す数 を假 に適合率Pと 名付け

域内現出密度di,域 外現出密度………d,

総数に対する 域内現出数百分率 …瓦,・ 域外 同 錫,

総面積に対する 域 内面積百分率 …Al,域 外 同A,と 置けば

即ちPの 値は範囲 内の分布敷が、範囲外の夫に比 して大なる程.叉 面積は範囲 内の面積が外に比 し

て小なる程、Pは 讐大 して適合性が大きいことを示す。

但 し、之等の数値 はその大小を比較するに止 り、数値的債値は少い ものであるが、

本關係式により、前述各因子別條件に就て計算 し表示すると〔第11表 〕の様 になる。

〔註〕 但しラングの雨量係数は土壌の理拳儀の制帳内に於せ、本種に対する その特性を現すものであるから

之に土地的制限を加へ.理 墨性不良であつて洗脆作用の著 しくない地域 〔附圏第10圓 滲照〕を除き、

洗脆傾向地域 として一項 を加へ、亦、家に蓮べる組合はせには、ラングの雨量係激の代 りに之 を使用

したo

即ち次表に於て、適合率 は、 ①五 ケ月平均氣温 、②五 ケH雨 量 、③ ラングの雨量

係数 、④洗脱傾 向地域の順に増加 し、④洗脱傾 向地域の適合率 は ①五 ケ月平均氣温

め約2倍 を示す。

次 に此の四條件を組合はせるめであるが、 先づ純氣象學的氣候因子 として、 ④ と



〔第11表 〕 各因子條件限界適合率 裏

②を合せてΩ土② 、 之に地質學的氣候因子を加味 して④ を加へ④+②+④ 、 この雨

者 を比較 して、次〔第12表 〕に示す。

之 を〔第11表 〕に比較 すれば、域外現出数の増加僅かであるのに比 し、制限区域は

甚だ しく縮少され、適合率 は輩濁 な場合 の①五 ケ月平均氣温の殆 ど2乃 至4倍 、 ④

洗脱傾 向地域の1.5乃 至2倍 以上 を現すに至るのである。

〔第12表 〕 條件限界組合 はせ適合率 表

而 して〔附圖第11圖 〕にみる如 くも現在の天然生現出地域以外に大 きな適合地域の

有る所は殆 ど無 く、 所々黙在的に小面積の適合地が現 出するのみで ある。 亦域外に

外れた現天然生林現出箇所 も大凡適合地の附近に存在 してゐるが、 之等は局地的考

察を要するもので ある。

尚、九州に於て も同様、現天然生林既知所在地附近が最適合 してゐることを示 し、

夫以外には僅かに、宮崎縣北部、福岡 、 佐賀両 縣境の背振 山に現れてゐる。殊 に背

振は独立 した山系で注 目に値 し、 今後 の植栽試験 により、 その當非が確讃 されると

思ふ。

併 しなが ら巡〔附圖第10圖 〕の地質に於て、局地的十壌の理學性 に注意 して適地を

探 し、亦は作るときは、 天然生育 可能範團は更 に損大する ことが出來 、 此の羅i今後

の造林上、一つの示唆 を與へるもので あらう。
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以上を通 じて唯注意すぺ きは、 元來 、 造林上好適の條件 と天然生林発生 の條件 と

は必ず しも同一でないことで、特 に本樹種に於ては 、 自己の生 育 よりも寧 ろ他種の

制限的因子の影響が 大 きく働いてゐるので、この黙は豫め充分に 考慮 されねばなら

ないことは勿論である。

〔附〕 カウヤマキ天然生の分布的指標植物 として、 ヒノキを用ひ、 ヒノキを基準 と

した氣温因子 との關係に就て

或一樹種 の天然生林分布 と蓮關する因子 の探索に於て、 カウヤマキの如 く、 其の

生長に關する文献類が殆 ど無 く環境因子 に就ての研究が困難 な場合、 その分布が よ

く相似 し、亦一般的 な植物で既 に比較 的精細 に研究 し盤 されてゐる 植物 を撰んで…
亀

種の指標植物 として用ひ、 氣候因子 を純氣象因子的 な もので表す代 りに、 其の植物

に關聯せ しめた氣象因子、即 ち植物的氣象因子で表現する方法 を試み、 前法 と比較

してみた い と思ふ。

而 して、 カウヤマキの天然生林分布 と ヒノキの夫 とが似 てゐることは、先に述べ

た所であつて、その指標植物 としてヒノキを選 んだのである。

ヒノキの植物氣象因子的研究には、絶対 敷値的に取扱つた 三好氏働の研究 と相關

数的に取扱つπ河田氏働の ものとがあるが、 本研究に於け る 方法 と比較する爲に前

者を探つてみ る。

即 ち、三好 氏はその著者「ヒノキ材に關する材質の生態的調査(20dに於て「優良材 と

は年輪整調に して、不整調體 組織 を包藏せざる資材 なり。(2。)"L」との観念に基 き、材質

は、林木 の生育 と密接 な關係 を有する地方的氣候状態 、又地理的環境因子 に影響せ ら

れることにより、上基準の調査に、「天然生林 より供給せられた ヒノキ伐出材は大材

多 く、 從つて林木各個禮 の示す性質は、 既に各地方的環境 に順懸 しつゝ 自然的に賦

與せ られたものであるから、その研究には最適當 なる資料 なり(20)『2。」 として、 各天

然生林所在地の ヒノキの 生長 と氣候 との 關係 を調査 した。そ してヒノキの温度に封

する品質の係数 として、ヒノキ氣温困子、雨量に対し て、雨量因子 を算出 したのであ

る。
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その計算の方法 を概略述べると.ヒ ノキの月生長は、月の温度に最連關 し略並行す

るのであるか ら、その1生長の大期」を10日 間平均氣温春15.0℃ よ9秋15.0℃ に至

る間 とし、その15℃ の線 が切 る年内氣温曲線の面積を プラニメ 一ターで測 り、廻轄

数を日数で除 した商 を氣温因子 とし、又同様に雨景を も計算した のである。

此の氣温 因子の意味を考へてみる と、結局、生長期間に於ける平均生長量、即 ち軍

位時間當 り生長の速度 を表すもの であつて 、五 ケ月平均氣温 と同 じ意隊に蹄結する。

但 し、そこに差が あるのは、前者には、地方別に変化 す るヒノキ個有の「生 長の大期」

が期 間と して 計算 されるのに反 し、 後者は一般樹種から算出 した 地方共通の五 ケ月

間が期間 となつ てゐることであ為。 換言すれば、 後者が縦 と横ゐ変化 を含 むのに反

し、後者は縦の変化 しか表れないものであつて、ヒノキ氣温因子は、ヒノキの個性 の

加はつπ五ケ月平均氣温であるとも云ひ得 る。

亦 、同氏が木曾御嶽山附近で行つた調査(20)"Il6による と、ヒノキ氣温因子 と海抜高、

各樹種分布 との關係は次圖〔第12圖 〕の如 くであつブ2。

本 圖 に於 て、 ヒノ キは氣温 因 子2.0～7.0,カ ウヤマ キは 同3。5～5.5の範囲 を略e

示 して ゐる。 この御嶽 山附近 の 結果 を 全國 に敷術 し、 三好氏 の ヒ ノキ氣 温 因子等 高

線 圖(20)上に とる と、 〔附 圏第13圖 〕を得 る。 之 より適合率Pを 算 出 す る と、…欠表 の様

で あ る。



〔第13表 〕 ヒノキ氣温因子條件限界適合率 表

即 ち、①五 ケ月平均氣温に比べ ると4域 外 に外れ る現出数が多いが、適合率 より見

ると遇かに良好 な値を示 し、 指標植物的方法の効果が現れて ゐる。尚し、 同 じく三好

氏 に擦れば、 ヒノキ雨量因子 ① は カウヤマキの分布 と殆 ど關連 してゐない様であ

る。之は元來その生長曲線の小さな 凹凸に影響 し大勢 には 作用少い爲と、 ヒノキと

カウヤマキの雨量の要求量及びその形が異る爲 とも私考 され る。

夢・組合はせの結果を・〔附圖第14圖 〕及び次表 〔第14表 〕に示す。

〔第14表 〕 條件限界結合はぜ適合率 裏

上表 により、 ヒノキ氣温因子 よ り算出 した ヵウヤマキ氣温因子と五 ケ月雨量 との

組合はせ〔⑤+② 〕は、 五ケ月平均氣温 と五ケ月雨量 との組合はせ〔①+② 〕よ り、現

出密度に於ては遙かに大 きいが、適合率 は之 より劣る ことを知 る。

更に洗脱傾向の條件④ を加へると、現出密度は極めて大 きくなるが、適合率 は①+

②+④ より邊かに落 ちて及ばない。之は カウヤマキ、 ヒノキ両樹種個性の差異に原

因す るもの と解 され る。

併 し乍 ら以上の結果に依 り、適當 な樹種 、即 ちよく相似 し、よく調査 されたものを

撰ぶ ことが出來れば、 本法 に依る分布的考察はかな り有効で、 殊に単独 なる因子の

中に数量的に 取出す ことの出來ない 植物生理機能關係を包含 させるときには、輩に

氣象的統計 より算出 した数字 よりも蓬 かに効果 あることが判る。同時に亦 、 正確な

資料 の下に統 計 をとつπ幾多ρ氣候因子 の組合はせには 及ぱない と云ふ ことが、豫

想出來る。
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最 後 に、本 研究 の結 果 を 〔第11,12,13,14表 〕よ りま とめて 、一 覧表 と し次 〔第15

表 〕に示 す 。

〔第15表 〕 カウヤマ キ天然生林分布條件限界効果綜合表
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